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／づ 3月25日富山市公会堂において 与戸
幸良 W332·＼� 
平成 3 年度富山大学学位記授与式を盛大 に挙行
合計1,413名が社会に巣立つ一一
呼称を「学位記授与式」と改めた平成3 年度富山大
学学位記授与式が， 平成 4年 3月2 5日（水）午前10 時 30 分
から富山市公会堂で挙行されました。
授与式では， 先ず小黒学長から， 学部卒業生1 ,303














学 長 小 黒 千 足












でありました。すなわち，アフリカ， 東ヨー ロ ッパ，
その他における多くの民俗，宗教に係わる局地紛争と
その終末，湾岸戦争と中東・イスラエル問題など枚挙







































るものです。 しかしながら， 教 育はそうではありませ




とはいうまでもありません 。 しかしながら， 大学にお

















A 式終了と同時 に待ち構えたサーク ル学生 ら 在
学生が趣向を凝 ら し て門出を祝福する
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学長 （平成4年 3 月26日）
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00 
0 平成 4 年度入学者選抜試験合格者の発表 ooo 
一 前期日程 ・ A日程 1 , 048人， 後期日程 ・ B日程704人 一
去る3月 7自由に前期 日程・A 日程1,048人の， 3 









また， 入学手続きは， 前期 日程が3 月12 日休）・13 日
（鉛に，後期 日程，A · B日程は3月26 日（木）・27 日掛に
本学黒田講堂で実施されました。
3月14日（土）一
企 学生部前特設掲示場で の前期日程・ A日程の
合格者発表 （平成4年 3 月7日出）
企 サーク ル学生から胴上げで祝福さ れ る合格者
平成 4 年度入学者選抜試験の後期 日 程を実施
去る2 月25 日（刈に実施された前期 日程・A日程の学






























人 文 学 科
（平成4. 3. 7) 
















士 ｜ 中 学校教員養成課程
長 ｜ 計
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計 96 299 
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期
249 1,424 1 520 
133 数
学
科 31 124 9 35 
前｜物 理 学 科 35 103 99 4 35 
レし，d1・
学 科 30 62 71 9 31 
生 物 学 科 24 2 119 117 24 
27 103 8 111 28 
147 537 505 32 15 3 
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竺J
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計 932 4,548 287 1 048 








（平成4. 3. 20) 
学部 区分 学 科（課程） 募集 人 員 志願者数 受験者数 欠席者数 合格者数
ザA 以ー． 科 25人 183人 183人 人
人
人 後 人 文 65 
文 語 学文 学 科 30 207 207 80 守＂－＇！：
部 期 言十 55 390 390 145 
小学校教員養成課程 30 231 113 118 48 
教 j麦 養護学校教員養成課程 6 47 27 20 9 
育
幼稚園教員養成課程 9 109 58 51 12 
子,ll4 
期 情報教 育課 程 10 54 54 23 部
5十 55 441 252 189 92 
昼 コ 経済 学科 44 411 411 66 ｛灸
間l 経 営学科 33 366 366 50 
店主 主ス 経営法学科 28 277 277 42 
期
済 言十 105 1 054 1 054 158 
夜 コ 経済 学科 3 57 57 9 
学 B 間l 経 営学科 6 55 55 18 
日 主ス
音日 経営法学科 11 77 77 33 程
言十 20 189 189 60 
メc�コ' 言十 125 1 243 1 ,243 218 
数 Aラ＂＇与． 科 11 37 37 15 
理 後 ヰ知 理 A寸� 科 12 39 39 15 
化 �以－． 科 13 54 32 22 17 
守ム ふん� 
生 ヰ初 A守＂＇与． 科 20 55 55 27 
部 期 地 球 科 学 科 5 16 16 7 
5十 61 201 179 22 81 
電子情報工 学科 40 149 149 64 
工 1灸 機械システム工学科 30 115 115 36 
A弓＂＇二． 物質 工 学 科 25 75 75 31 
部 期 化学生物工 学科 26 155 155 37 
計 121 494 494 168 
言十 417 2,769 2,558 211 704 
（注）平成4 年度の募集人員については，先に実施された 経済学部B日程「夜間主 コース」推薦入学 （23 名）及び
社会人特別選抜(17 名） の入学予定者を除く。
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平成 4年度富山大学私費外国人留学生合格者数
（平成 4. 3. 20) 
弓Aム乙 学 科（課程 ） 志願 者 数 受 験者数 欠席 者 数 合格 者 数
l 人 文 弓A
斗乙4 科 2 2 。 2 
人 文 学 部 白書 学 文 Aラ以』， 科 2 2 。 。
E十 4 4 。 2 
小 学 校 教 員養 成 課 程
中 学 校 教 員養 成 課 程
養護学校 教 員養 成 課程 。 1 。
教 育学部
幼稚園 教 員養 成 課 程
情 報 教 育 課 程
計 1 。 。
f私1立二 済 学 科 23 14 9 3 
経 済 学 部 主主 店昆主ゐ λ寸以ニ，． 科 48 28 20 12 
昼間主 t圭 A邑孟ん 法 一ム以子． 科 。 1 コ ー ス
計 72 43 29 16 
数 店す主！： 科
ヰ却 理 》寸u，ー キヰ
化 弓ム以二， 科
理 学 部
生 物 Aヲ以＝ ，ー 科
地 球 科 A号U与， 科
5十
電子 情 報 工 学 科 13 5 8 2 
機械シ ス テム工 学科 13 11 2 7 
工 学 部 4知 質 工 ム弓ふ乙ら ヰヰ 2 2 。
化 学 生 物工 学 科
計 28 18 10 10 
















































が贈呈 された後 ， 永 年にわたって本学に尽く されたこ
とへの労をねぎらう挨拶がありました。 これに対して，
退職者を代表して， 教育学部吉岡周明教授が謝意を述













一 文 部技宮 城 川 智都子
教 育 学 部 文 部 教官 吉 岡 周 明
広 瀬 梧七郎
浦 田 隆 志





平成 3 年度退職者を囲んで記念撮影（平成4年 3 月19日）d‘ 
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去 る 3月16日（月）本学地域共 同研究セ ン タ ー の 事 業 を 富山大学地域共同研究セ ン タ ー
支援す る こ とを目的 と す る 「富山 大学地域共 同研 究 セ 交流振 興 会役員企業名簿
ン タ ー交流振 興 会」の 設立発起人会 が 開催さ れ ま し た。
設立発起人会には， 企業（18社） の 代表者及 び富山 技 ムZエ、 長 北陸電気工業 株式会社代表取締役会長
術開発 財団常 務理事が出席さ れ ま し た。 ま た ， 本 学か 野村 精ニ
ら は ， 龍山地域共同研究セ ン タ ー 長， 多々工学 部 長， 理 事 株式会 社 イ ン テy ク
時津評議員及 び宮下評議員他関係者が 出席い た し ま し ，， コ ー セ ル 株式会社
た 。 ノ／ コ協 ア ル ミニウ ム 工業株式会社
設立発起人会 に おい て 同 会 の 発 会 が 満場一致を も っ 新 日 軽株式会社北陸製造所
て 承 認さ れ ，次 の とお り役員 が 選出 さ れ ま し た。 株式会社 ス ギノ マ シ ン
同振興 会 は ， 産学宮の交流進展 に 有 益 な提言を 行 う ／／ 大平洋製鋼株式会社富山 製造所
こ と 並 び に 地域共同研究セ ン タ 一事業 の 促進， 産学宮 ，， 株式会社 タ カ ギセ イ コ ー
の 技術交流の 促進， 工 学研 究 の 充実及び学術的国際交 武内プ レ ス工業株式会社
流の促進に対 す る 助成を 目 的と し て設立さ れ た も の で， ／／ 立山 科学工業株式会社
企 業法人， 産業団体及 び富山 技術開発 財団等 で 構成さ II 日 産化学工業株式会社富山 工場
れて い ま す。 日 本 医薬品工業株式会社
地域共同研究セ ン タ ー は ， 毎年開催 し て い る 「経 営 ，， 富士薬品工業株式会社
者 ・ 研 究者交流会 」 及 び隔年開催の 「テ ク ノフォー ラ ノ／ 株式会社北陸銀行
ム」等を通し，産業界の意見を可能 な限り取り入れ事 ，， 北陸電力 株式会社
業 を展開 し て き ま し たが， 同会 の 発足に よ り ， 今後 は ノノ 株式会社 リ ッ チェル
産業 界・地域社 会からの 提言を直接的 に 受 け ， 産学官 工匪ロとi 事 株式会社不二越
の 交流促進 の た め 一層充実 し た 事業 を展開 し ， 産学官 財団法人富山技術 開発財団 常務理事
連携の 要 と し て 地域社会 の 振 興 に 寄与で き る ちの と 期
待さ れ て い ま す 。







大学院理学研究科博士課程設置構想 に つ い て懇談
富山大学大学院理学研究科博士課程設置構想懇談会
が ． 去 る 3月17日（対本学黒 田 講堂で 開催 さ れ ま し た 。
理学部 で は， 学 内委員会 を 設置 し ， 博士課程 設 置 に
つ い て 検討を主ね， 高 度 な 専門知識 ・ 能力 を 持 つ 職 業
人の 養成ム再教 育 の た め の 働 き な が ら学べ る 大 学 院
を 構想 し て い ま す。
こ の 懇談会 に は， 県内企 業 や 研究 機関 で 活 躍 し て い
る 理学部（文理学部理学科 ） 卒業 生20人 と ， 教官1 9人
が 出席 し ま し た 。
始め に ， 松本理学部長が｜社会的要請 に 応え る 大 学
院 を作 り た し、。 その た め に も 今日， 何 が 求 め ら れ て い
る の か， 等 に つ い て 率直な意見を伺い た い 。 」 とあ い
さ つ し た 後， 文理学部卒業生で 吉 田 工業常務取締役北
野芳則氏が 「理学 部 に 望む こ と 」 と 題 し て 講演 さ れ ま
し た 。 その 中 で 同氏 は ， 米国経験を踏ま え「研 究者が
認 め られ る 町づ く り をす る こ と が大切。 大学 も 努 力 す
る こ と が 必要 です。 」 と 指摘が あ りま し た 。
引 き 続 き ， 基礎科学 系博士課程 の 必要性や 構想等 に
つ い て 話 し 合 わ れ， 卒業生から「博士課程 が あ る と 地
元企業 の 人材確保 に 役立 つ 。」， 「地域産業 からは地
元大学 に 対する 期 待 は 大 き い 。 J' 「大学側 も 企業 の
こ と を も っ と 考 え て ほ し し、。 Jなどの 意見が活 発 に 出
さ れ ま し た 。
最後 に ， 博士課程設置に向け て 今後 と も 協力 し て い
き た い の で， 大 学 側 も 努力 し て ほ しい 旨要望が あ り ，
懇談会 は盛会裏 に 終了 し ま し た 。
企 黒田講堂会議室で開催された懇談会
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 容
百平 職 4 .  3 .  12 大 杉 丘芳己次 文部事務官 （教養部 ） 辞職を承認す る
4 .  3. 21 黒 津 浩 子 事務補佐員（附属図書館） ノノ
4 .  3 .  22 東 ＝千代 ／／ （ 工学部） ノ／
4. 3. 31 城 川 智都子 保健管理セ ン タ 一看護婦 ，， 
昇 任 4 .  3 .  16 キ木 清 治 庶務部庶務課専門職員（研究協力担当） 庶務部庶務課課長補佐
転 ｛壬 4 .  3 .  31 野 田 好 人 文部事務官 （教育学部） 文部事務官 （ 生涯学習局生涯学習振興課 ）
退 職 4 .  3 .  31 奥 井 信 夫 施設課課長補佐 匝拠部制�1交の2第ゆ嚇8こより哨4l!'.3)]31E限り出曜版
，， 西 尾 武 工学部事務長補佐 ，， 
，， 浦 田 隆 志 教育学部附属学校第二係長 ノ／
，， 渡 遣 登美枝 教養部教務係教務主任 ，， 
ノノ 斎 藤 隆 附属図書館図書館専門員 ノノ
／／ 結 城 毎立 文部事務官 （附属図書館） ，， 
f手 用 4 .  4 .  1 金 森 美枝子 文部事務官 （ 人 文学部 ・ 理学部）
，， 岩 城 稔、 II ，， 
，， 寺 島 裕 一 ノノ （教育学部）
，， 垣 見 篤 ／／ （ 経済学部）
，， 本 津 誉 子 ，， （ 工学部）
／／ 川 111;�綾 子 ，， （ 附属図書館）
，， 五十嵐 仁 子 事務補佐員 （ 経理部主計課 ）
II 高 瀬 久美子 ノf （ 施設課）
／／ 榎 明 美 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
，， 三 浦 み よ り II （教育学部）
，， 林 美賀子 ，， （ 工学部）
／ノ 藤 野 敏 子 ，， （ 教養部）
，， 竹 山 美 幸 II ，， 
／ノ 綾 田 圭 子 教務補佐員（教養部）
，， 竹 津 真 弓 事務補佐員 （附属図書館）
事1 任 4 .  4 .  1 今 回 収 北海道大学庶務部長 事務局長
II 小 幡 忠 夫 庶務部長 国立若狭湾少年自然の家所長
，， 佐 竹 良 夫 東北大学庶務部庶務課長 庶務部長
，， 若 泉 拓 美 学生課長 香川 医科大学教務部長
，， 岡 田 東 彦 庶務部庶務課課長補佐 群馬工業高等専門学校会計課長
ノノ 林 1青 治 ，， 苫小牧工業高等専門学校学生課長
，， 森 井 正 経理部主計課総務係長 経理部経理課課長補佐
ノノ 村 岸 高喜男 三重大学施設部建築課第一工宮係長 施設課課長補佐
，， 松 下 義 春 経理部経理課用度係長 学生課課長補佐
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異動区分 発令年月 日 氏 名
昇 任 4 .  4 .  1 太 田 則 春
，， 中 島 麿 志
II 宮 原 進
ノノ 羽 広 孝 司
，， 湯 浅 健 一
／／ 矢 後 和 子
ノノ 柴 田 利 治
ノ／ 川 原 卯 吉
／／ 柴 田 J手
／／ 田 中 輝 和
／／ 永 田 義 則
／／ 稲 垣 克 己
II 高 森 満
／ノ 下 回 誠 一
車長 任 4 .  4 .  1 杉 本 周 平
／／ 柳 田 邦 雄
／／ 大 崎 秀 雄
，， 安 西 修 三
，， 東 仙 博
，， 山 田 正 芳
，， 高 島 正 信
，， 林 茂 美
，， 生 田 孝 行
II 戴 川 一 正
ノノ 真 田 敏 江
，， 新 井 健 二
ノノ 横 井 宏 正
，， 森 田 智
，， 松 井 純 子
，， 土 田 敏 雄
，， 西 村 孝 司
，， 山 田 洋 一
，， 津 島 浩 司
／／ 尾 崎 美 幸
，， 津 崎 勝 彦
／／ 小 陳 左和子
配 置 換 4 .  4 .  1 勝 山 進
／／ 湯 浮 芳 雄
，， 渡 遺 昭
，， 小 川 泰
，， 板 谷 力 夫
，， 道 菅 ぜ，�口i: 
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戸当寸ー 幸長












































異 動 内 ザ合マ
経理部経理課情報処理係長
施設課工営係長
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異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 別 の 所 属 官 職 異 動 内 ，谷τ‘て・
配 置 換 4. 4. 1 中 林 邦 夫 上越教育大学教務部入学主幹 厚生課長
II 中 川 巌 学生課課長補佐 庶務部庶務課課長補佐
II 刈 賀 春 樹 経理部経理課課長補佐 工学部事務長補佐
II 能 登 功 庶務部庶務課庶務係長 庶務部庶務課専門職員 （研究協力担当 ）
II 林 征 紀 経理部経理課情報処理係長 経理部主計課専門職員 （契約担当）
，， 秋 元 国 男 附属図書館整理係長 附属図書館図書館専門員
，， 雁 田 彰 庶務部人事課任用係長 庶務部庶務課庶務係長
〆r 斉 藤 純 一 庶務部人事課職員係長 庶務部人事課任用係長
ノノ 松 田 幹 夫 経理部主計課監査係長 経理部主計課総務係長
，， 北J 11 功 人文学部 ・ 理学部用度係長 経理部主計課監査係長
，， 今 井 稔 学生課総務係長 経理部経理課用度係長
，， 保 正 邦 久 学生課教務係長 学生課総務係長
，， 御 福 隆 工学部学務係長 厚生課厚生寮務係長
，， 東 敏 工学部用度係長 人文学部・理学部経理係長
，， 竹 下 義 美 厚生課厚生寮務係長 教育学部学務係長
II 佐 伯 光 雄 経済学部学生係長 教育学部附属学校第二係長
II 野 尻 津喜夫 厚生課奨学係長 経済学部学生係長
，， 横 山 正 弘 人文学部 ・ 理学部経理係長 工学部用度係長
，， 高 邑 欣 市 教育学部学務係長 工学部学務係長
／／ 田 中 大四郎 附属図書館閲覧係長 附属図書館受入係長
，， 滋 野 康 雄 附属図書館受入係長 附属図書館参考係長
II 石 川 裕 史 教養部学生係学生主任 経理部経理課情報処理係情報処理主任
／／ 川 上 重 信 工学部学務係学生主任 人文学部・理学部学務係教務主任
II 朝 野 真 庶務部人事課給与係給与主任 教育学部庶務係庶務主任
，， 佐 藤 淳 経済学部会計係用度主任 経済学部会計係会計主任
ノ／ 相 津 伸 彰 経済学部教務係教務主任 教養部教務係教務主任
，， 山 本 悦 子 厚生課保健係保健主任 附属図書館総務係総務主任
ノノ 石 塚 久 博 文部事務官 （入試課） 文部事務官 （ 庶務部庶務課）
ノ〆 島 田 勝 弘 ，， （教養部） ，， （ 庶務部人事課）
II 中三川 敏 之 ，， （工学部） II （ 経理部経理課）
，， 佐 藤 イ彦 ／／ （教養部） ，， （ 入試課）
／ノ 藤 城 大 志 ノノ （経済学部） II ( II ) 
ノ／ 坂 東 康 子 II （工学部） ノノ （人文学部・理学部）
II 松 田 信 和 ノノ （経理部主計課） ノ／ II 
，， 草 島 伸 雄 ，， （庶務部庶務課） ，， （経済学部）
II 新 井 rt口I: ／ノ （人文学部 ・ 理学部） II ノノ
ノ／ 中 波 憲 子 ノ／ （教育学部） II （工学部）
II 新 木 裕 一 ノ／ （経済学部） ノノ
，， 沼 田 高 志 ／／ （教育学部） ノノ
，， 高 木 晃 ，， （経済学部） II ( II ) 
，， 竹 田 充 輝 ，， （工学部） ，，，， （ 教養部）
，， 須 田 雅 彦 ノ／ （庶務部庶務課） ，， 
Fhd 
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異動区分 発令年月日 氏 名
降 任 4 .  4 .  1 五十嵐 義 浩
併 任 4 .  4 .  1 秋 元 国 男
退 職 4 .  4 .  1 中 井 歌 子
ノノ 松 永 善 吉
，， 森 山 真 弓
／／ 金 森 美枝子
／／ 山 口 典 子
，， 金 津 智 子
公の名1抑附用 4 .  4 .  1 鹿 瀬 義 弘
苦手 職 4. 3 .  31  櫛 木 謙 周
／／ 檀 上 寛
，， 池 田 公 司
，， 鍬 田 邦 夫
／ノ 水 上 義 行
，， 杉 本 豊 一
II 杉 村 ｛摩
ノノ 米 田 淳 一
，， 平 崎 和 則
，， 堀 田 清 子
ノノ 能 登 佳 子
／／ 谷 口 雅 美
，， 常 川 允 子
採 用 4 .  4 .  1 本 郷 真 紹
ノノ 谷 井 俊 仁
II 石 原 務
，， 市 瀬 和 義
，， 徳 橋 H霊
，， 細 野 ，刃山、
，， 鈴 木 信 雄
，， 長 崎 宏 之
／ノ 河 崎 善司郎
，， 中 茂 樹
，， 瀧 田 啓 司
，， 小 坂 暁 夫
II 小 野 慎
ノノ 前 田 寧
，， 坂 井 由紀子
／ノ 田 畑 章
／／ 中 川 慎 一
／／ 松 井 保
，， 田 中 英 雄



















，， ノノ ，， 
教頭 （日i肢長）（ ／ノ 附属中学校）
教諭 ，，  ノ／
，， ，， ，， 
，， ／ノ 附属養護学校）




ヲ匝宅ヨ 動 内 ’壬ず当、�
文部事務官 （ 経理部 主計課）
附属図書館整理係長





















講 師 （ ，， 
教 授 （教育学部）
助教授 （ II 
講 師 （ ，， 
助教授 （理学部）
助 手 （
II ( I/ ) 
教 授 （工学部）
助 手 （
，， ( II ) 
／／ ( II ) 
ノ／ ( // ) 
／／ ( II ) 
文部技官 （工学部）
教 諭 （ 教育学部附属小学校）
，， ，， ノノ
教 頭 （副校長） （ ノノ 附属中学校）
教 諭 ／ノ ／／ 
教 諭 ，， ，， 
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異動区分 発令年月日 氏 名 異 動別 の 所 属 官 職 異 動 内 π合ー
f采 用 4. 4. 1 中 野 浩 美 教 諭 （教育学部附属養護学校）
II 原 幸 子 II ，， ，， 
II 古 田 雅 香 ，， ／ノ II 
／／ 宮 森 真寿美 ，， ノノ 附属幼稚園）
昇 任 4. 4. 1 前 川 要 講 師 （ 人文学部） 助教授 （ 人文学部）
，， 中 村 雅 之 ，， ，， ，， ，， 
II 浅 沼 照 雄 助教授 （教育学部） 教 授 （教育学部）
，， 山 西 潤 ー ノ／ ，， ，， II 
，， 垣 田 直 樹 講 師 （経済学部） 助教授 （経済学部）
／／ 鈴 木 基 史 ノ／ ／／ ，， ，， 
II 中 村 博 之 ノ／ ，， ，， ，， 
，， 常 川 省 ＝ 助教授 （理学部） 教 授 （理学部）
，， 藤 田 安 啓 講 師 （ 助教授 （
，， 吉 川 和 男 助教授 （工学部） 教 授 （工学部 ）
，， 加 藤 勉 〆／ ノノ ，， 
，， 北 野 博 巳 ，， ，， ，， 
／／ 作 井 正 昭 講 師 （ 助教授 （
／ノ 伊 藤 研 策 助 手 （京都大学工学部） ，， 
，， 二 神 透 ，， （工学部） 講 師 （
，， 吉 田 正 道 ノ／ ，， 
，， 岡 村 信 孝 助教授 （教養部） 教 授 （教養部）
， ，  西 村 克 彦 助 手 （理学部） 助教授 （
，， 松 井 暁 ／／ （一橋大学経済学部） 講 師 （
／ノ 上 野 隆 三 講 師 （ 教養部） 助教授 （
転 任 4. 4. 1 谷 本 雅 之 助教授 （ 経済学部） II （東北大学経済学部）
，， 相 津 吉 晴 ノノ ，， II （広島大学法学部）
，， 石 岡 努 助 手 （瓢農工大学工特糊駐物工料） 助 手 （理学部 ）
ノノ 松 郷 誠 一 助教授 （神戸商船大学商船学部） 助教授 （工学部）
配 置 換 4. 4. 1 重 見 一 行 教 授 （教育学部） 教 授 （高知大学教育学部）
退 職 4. 4. 1 鹿 瀬 梧七郎 ／／ II 平成4年3月31日限り停年により退職した
，， 吉 岡 周 明 ノ〆 ／／ ／／ 
，， 和久利 昌 男 ，， （ 経済学部） ，， 
，， 赤 羽 賢 司 II （理学部） ，， 
II 神 垣 知 夫 ノノ （教養部） ，， 
ノノ 上 村 美恵子 教 諭 （ 教育学部附属養護学校） 平成4年3月31日限り任期満了により退職した
併 任 4. 4. 1 大 谷 重 彦 教 授 （教養部） 教養部長 ・評議員 （～ 5 . 3. 31) 
／ノ ｛ 巧て 孝 文 ／／ （教育学部） 教育学部附属小学校長 （～ 6 . 3. 31) 
／／ 加 瀬 正二郎 ノノ ，， ，， 附属 中学校長 （～ 6 . 3 . 31) 
，， 新 井 文 男 ノ〆 ，， f〆 附属養護学校長 （～ 6 . 3. 31) 
，， 岸 井 勇 雄 ，， ノノ ，， 附属幼稚園長 （～6. 3. 31) 
ノ／ 佐々 木 光 ＝ ／／ （教訓｜蹴鮪繍融研究センター） ／〆 間層教育繍鵠研究センター長（～5. 3. 31) 
II 鋼 津 晃 三 II （ 経済学部） 保健管理セ ン タ 一所長 （～ 6 . 3. 31) 
可t
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 目I］ の 所 属 官 職 異 動 内 q合"' 
併 任 4 .  4 .  1 佐 々 木 浩 教 授 （教育学部） 評議員 （～ 5 . 5 .  3 1 )  
II 加 瀬 正二郎 ，， ，， 評議員の併任を解除す る
育児休業 4 .  4 .  1 中 西 真由美 教 諭 （教育学部附属養護学校） 職務に復帰 し た
ミ』 ミJ
平成 3 年度富 山大学大学院研究科修 了者一覧
〔 人文科学研究科 （修士課程） 〕
専 攻 入学年度 氏 名 Z日A開 文 題 目
j賓 岡 裕 美
古代 日 本語形容詞の史的変選につ いて
一 所謂 ケ シ型形容詞を 中心 に し て 一
越 三同主
源氏物語の思想、に対す る 再論の試み
一 「宿世J と 運命思想、， 運命思想、 と 源氏物語 一
平成 2 年度 臆 慶 建 白樺派文学 と 周作人
太 田 茂 徳 明治の情景 一 近代金沢の都市空間 一
日本 ・ 東洋文化専攻 任 建 宏
大正デモ ク ラ シ ー と 中国人留学生
一 李大安I）の思想形成 と 日 本 一
( 9 名 ）
伊 藤 克 江 室町期 に お け る 守護 畠山氏の領国支配
平成元年度 住 田 純 一
資本主義の歴史地理 と 地域の生産
一 現代 日 本 に お け る 都市建造環境の空間編成 一
北 村 浩 幸 次元形容調か ら 見た構造意味論 と フ。 ロ ト タ イ プ意味論
昭和61年度 開 津 結 城
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障害児の発話行動 に つ い て
一 自 閉症児に み ら れ る 話題転換に着 目 し て 一
山 田 智 恵
Analysis of English Adverbs as Subj uncts 
「英語副詞研究」
平成 2 年度 上 野 由紀子 坂口安吾文学の初期
西 洋 文 化 専 攻
( 4 名 ） 長 崎 真奈美 『山 の音』 研究 一 老人の 生 と 死 一
平成元年度 田 中 毅 ヒ ュ ー ム に お け る moral sense 
- 18 -
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〔 理学研究科 （修士課程） 〕
専 攻 入学年度
数 + 以， 専 攻
平成 2 年度
( 1 名 ）
物 理 学 専 攻 平成 2 年度
( 8 名 ）
化 弓A込tー－ 専 攻 平成 2 年度
( 9 名 ）







青 木 功 介
小谷部 和 徳
酒 井 覚
高 田 篤 志
長 崎 宏 之
森 広 志
森 下 康 司
森 本 恭 一
九 津 和 英
園 田 昭 子
員 田 邦 雄
小 路 宣 昭
鈴 木 陽 司
丹 後 孝 昭
演 野 茂 之
林 秀 治
松 田 典 子
石 須 秀 知
津 田 毅 稔
報 第332号
論 文 題 目
Some inequalities for BMO martingales . 
メ チ ノレ ア ル コ ー ノレ分子の C O 伸縮振動励起状態 に お け る マ
イ ク ロ 波分光
セ リ ウ ム を含む重 い電子系の磁場中比熱の研究
ダイ オ ー ド レ ー ザー ・ マ イ ク ロ 波二重共鳴分光
Q C  D に お け る u ( 1 ) 問題
レ ー ザ ー シ ュ タ jレ ク 分光に よ る 分子の励起状態の研究
赤外半導体 レ ー ザ ーを用 い た分子分光
電子顕微鏡法 に よ る 準結晶の研究
レ ー ザー を用 い た高分解能赤外分光
有機イ オ ン の 会合に 関す る 研究
イ オ ン対の抽 出挙動 に関す る 研究
ベ ン ゾ フ ロ ［ 3 . 2 - c J イ ソ キ ノ リ ン類の合成研究
ク ロ メ ン誘導体の合成研究
Z S M - 5 型触媒に よ る 低級パ ラ フ ィ ン の オ リ ゴメ リ ゼー
シ ョ ン
メ タ パ ナ ジ ン接塩の振動 ス ペ ク ト ノレ
ピ ロ リ ン 酸 ジ パ ナ ジ lレに よ る 選択的酸化反応
X 2 0  (X : HorT） 氷の振動 ス ペ ク ト ノレ と 構造
二酸化炭素の メ タ ン に よ る 還元触媒反応
パ ラ 科キ イ チ ゴ属 の花の形態 と 系統分類
ゾ ウ リ ム シ の繊毛運動 に お け る エ ネ ルギー供給機構
-19 -
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専 攻 入学年度 氏 名 至a急d冊� 文 題 目
生 物 学 専 攻 平成 2 年度 田 中 大 祐 ウ ニ匹の骨片形成に及ぼす割腔内物質の作用
今 里 亜紀彦 美濃帯北縁部 ・ 丹生川地域の地質
大 嶋 主 悦
日 本列島近辺 に お け る サ イ レ ン ト ／ ス ロ ー ア ー ス ク エ ィ ク
検出
小 林 岡リ 中部 臼 本北部 に お け る 電磁気観測
地 球 科 学 専 攻 平成 2 年度 渋 谷 敏 晴乳類の骨の酸素同位体比 と 環境変動
( 7 名 ）
寺 谷 拓 治 斜面積雪の移動圧 に関す る 研究
コ 谷 与 極地氷床浅層 コ ア の物理解析
米 口 敬 浩 大気微量成分の循環に関す る 同位体的研究
〔 工学研究科 （修士課程） 〕
岩 見 裕 一 単細胞生物の電界効果
久 保 哲 視覚障害者の た め の 音声 一点字変換装置に関す る 研究
小 池 雅 人 結合 4 本線路形変成器の特性解析
越 野 修 一 2 本の 同軸線路を使用 し た線路形変成器の解析
斉 藤 勝 言語訓練支援 シ ス テ ム の開発に関す る 研究
津 田 慎 一 交流電圧 に よ る 懸垂碍子の閃絡破壊に関す る 基礎研究
電 気 工 学 専 攻 平成 2 年度 津 田 明 彦 音波 C T の有限要素 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
( 13名）
コ オ ロ ギの発音時 に お け る 中胸神経節の入出力特性に関す
戸 嶋 真 也
る 研究
中 村 文 孝
オ ー プ ン コ ア形電磁 リ ニ ア ・ ア ク チ ュ エ ー タ の等価回路 と
推力特性 に関す る 研究
森 田 誠
圧電セ ラ ミ ッ ク ス の 分極過程 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン及び振動解
析
エ ・ エ ン ・ エム ザヒ ド On the Frequency Characteristics of a 3-D Cavity 
ウ ッ デ ィ ン マハ ム ド by Finite Element Method 
A Study of Time Period and Characteristic of 
シテ ィ メ イ ニ ン シ ヒ Forearm Electromyography in the Writing Activity 
of Alphabet Ch aracters 
nu つ白
平成 4 年 4 月発行
専 攻 入学年度
電 気 工 学 専 攻 平成 2 年度
工 業 化 学 専 攻 平成 2 年度
(15名 ）







安 藤 重 裕
井 関 恒 久
小 川 範 雅
金 木 達 朗
来 田 丈太郎
京 極 康 弘
擢 田 清 志
島 倉 将 和
高 嶋 一 英
高 田 英 一
竹 内 球
西 博
平 田 文 彦
矢 崎 順 一
矢 元 正 俊
青 木 勝
磯 村 克 明
板 倉 浩 二
佐 藤 正 孝
コ 賀 朋 尚
報 第332号
論 文 題 目
視覚誘発衝動性眼球運動の特性に関す る 研究
石炭 ア ルキ ル化物の ガ ス 化
N ー ア lレ キ ／レ及 び N ー ニ ト ロ ス ノレ フ ィ ルイ ミ ン の合成 と そ
の反応性
水平電極型 無隔膜Zn - Br 2二次電池
Purification and Characterization of Tissue 
Inhibitor of Metalloproteinases family from 
Various biological materials. 
七員環を含む新 し い共役系化合物の合成研究
S P  E 電解法 に よ る オ ゾ ン製造
亜鉛 ー ア lレキ lレハ ラ イ ド系に於 け る 石炭の可溶化機構の研
究 - RZnX系化合物の生成 と 石炭可溶化性 と の関係 一
二重異性化重合 に よ る 新規両親媒性高分子の合成 と そ の応
用
二相系電解酸化に よ る ア ルケ ン の エ ポ キ シ化
S ，
反
S ー ジ フ ェ ニ ル － s － フ ルオ ロ チ ア ザイ ン と ア ミ ン類
の 応 - N ー モ ノ 置換 ス ルホ ン ジ イ ミ ン， S ー ア ミ ノ チ
ア ザイ ン の合成 一
s － フ ルオ ロ チ ア ザイ ン の生成 と ア ルカ リ 加水分解反応に
関す る 立体化学的及び動力学的検討
石炭の化学構造
- L  C並びに G p C 分別物の構造特性 一
Thermal Behavior and Mass Spectrometry Studies 
of 2-0xazolidinone Derivatives 
ア ズ レ ノ 〔 2 , 1 - b 〕 － 3 ,  8 ー メ タ ノ 〔 10 〕 ア ヌ レ ン
の合成と性質に関す る 研究
Synthesis and Polymerization of Conjugated 
Diacety lenes . 
β ’ 鋼 一 亜鉛合金の相分解過程
高分解能電子顕微鏡に よ る 格子像の コ ン ビ ュ ー タ ー シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン
難処理性製錬原料か ら の貴金属成分の湿式回収に関す る 基
礎的研究
Ti - 6Al -4V合金に形成さ れ る α ／ /3 界面相
穫酸イ オ ン に よ る 酸性塩化物水溶液か ら の金の還元析出に
関す る 電気化学的研究
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平成 4 年 4月発行
尚 子
報 第332号
専 攻 入学年度 氏 名 8�冊' 文 題 目
高 津 裕 真
53Fe - 15Cr - 26Ni合金 に お け る T’ 相及び η 相 の析 出 と
成長
瀧 田 朋 広
Ti N i合金の相変態 と 形状記憶能に及ぼすNi含有量 の 影
響
成 田 宏 治 加工熱処理 し た Al 一 Mg2 Si基合金の時効析出挙動
金 属 工 学 専 攻 平成 2 年度
( 1 1 名 ） 野 村 弘 明 A l基合金の腐食特性 に及ぼすGaの影響
牧 野 武 彦 Ti - 15V - 3Cr - 3Sn - 3Al合金の時効 に よ る α 相の析出
張 小 山民 53N i 一 15Cr -20Co合金 に お け る T ’ 相 の析出 と 成長
中 林 秀 明
非定常局部加熱 さ れ る有孔無限板の 円孔縁 き 裂の応力拡大
係数 に関す る 研究
漬 田 俊 克 伝熱促進体を含む氷の融解過程 に関す る 研究
機 械 工 学 専 攻 平成 2 年度 前 野 j高 散水 に よ る 匡根雪融雪に関す る 実験的研究
( 5 名 ）
溶湯鍛造 ア lレ ミ ニ ウ ム 合金の空中及び腐食疲労 き 裂伝ぱ挙
矢 口 達 也
動に及ぼす微視組織の影響に関す る 研究
張 克 倹
平板 と 異な る す き ま を持つ直列 2 円柱か ら の渦放出 に関す
る研究
安 藤 弘 紀 S U S 3 0 4 の鋸刃切断 に お け る 被削性評価に関す る 研究
加 藤 智 仙
チ タ ン合金及 びニ ッ ケ ル基合金 に お け る 研削性評価に関す
る 研究
生産機械工学専攻 平成 2 年度 神 谷 和 秀 ゾー ン プ レ ー ト 干渉縞の解析方法に関す る 研究
( 5 名 ）
高強度 ア ル ミ ニ ウ ム ー セ ラ ミ ッ ク ス 粒子複合材料の高速超松 本 博 明
塑性加工に関す る 研究
コ津目 忠 男
金属材料の機械加工 に お け る 水溶性切削油剤の影響に関す
る研究
石 神 利 道 回転振動円板に よ る 微細粒子群の連続形状分離
加 藤 和 彦 水で練 っ た粘土層の物性値 と 電気浸透的脱水
化 学 工 学 専 攻 平成 2 年度 黒 川 寛 幸
同体摩擦法 に よ る ぜい性砕料の温度上昇及び メ カ ノ ケ ミ カ
ル変化
( 8 名 ）
五 箇 洋 子 相変化を伴 う 凝固過程 に お け る 移動現象
坂 田 宝 祐
固定化 オ キ シ ダー ゼを用 い た グル コ ン 酸の生産に関す る 研
j'E 
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化 学 工 学 専 攻 平成 2 年度
( 8 名 ）





左 波 一 彦
畑 利 幸
林 田 健 志
浅 野 一 夫
尾 山 実
金 山 昌 仙
川 島 茂 信
棲 井 鉄 史
新 谷 哲 也
鈴 木 浩 司
瀧 田 啓 司
中 茂 樹
鍋 津 浩 文
二 宮 徳 博
南 朋 之
報 第332号
ユ員ム岡 文 題 日
均一懸濁状態の固一 液系撞祥槽の揖持動力 に関す る 研究
有限要素法 に よ る 乱流促進体聞の流動解析
造粒 と 粉砕 と 分粒 と の同時操作 に よ る 微細造粒粒子設計
電源回路故障診断エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム の作成
液晶配向用 ラ ン グ ミ ュ ア ー プ ロ ジ ェ ッ ト 膜の作製 と そ の特
性
オ ブ ジ ェ ク ト 指向を取 り 入れた論理型言語の作成
Si基板上へのInSb薄膜の成長
反強誘電性液晶 セ Jレに お け る 分子配列 と そ の電気光学的特
性
M B  E 成長 （ Si12Ge . \o/Si (001 ) 超格子界面の成長温度
依存性
高温超伝導薄膜のM B E 法に よ る 作製 と そ の特性
オ ブ ジ ェ ク ト 指向 と 状態遷移モ デルに基づ く シ ー ケ ン ス 制
御用言語の作成
有機 E L 薄膜素子の電気的 ・ 光学的特性
Bi系酸化物超伝導薄膜の M B E 成長
強誘電性カ イ ラ Jレス メ ク チ ッ ク 液晶セ ルの層構造制御
ニ ュ ー ラ jレネ ッ ト ワ ー ク に よ る カ ラ ー画像の ベ ク ト ル量子
化に関す る 研究
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平成 4 年 3 月 学部卒業者数
よλ訂ど！度 2 63 62 61  60 59 合 計
人 文 A弓J与. 科 71 12 1 84 
人文学部 宝回五"' 弓－二 文 � 科 84 2 86 
計 155 14 1 170 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 113  2 1 116  
中 学 校 教 員 養 成 課 程 59 5 64 
養護学校教員養成課程 18 18 
教育学部
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 24 1 25 
情 報 教 育 課 程 35 35 
計 249 7 2 258 
昼間主
経 済 � 科 107 15 3 125 
経 営 守A孟� 科 107 4 1 1 1  
コ 経 営 法 学 科 87 4 1 1 93 
ス 計 301 23 4 1 329 
経済学部
夜間主
経 済 且寸ι一 科 16 2 1 19 
経 営 A弓't 科 17 3 20 
コ 経 営 法 学 科 12 13 
ス 計 45 6 1 52 
計 346 29 5 1 381 
数 ザAゐー 科 25 6 1 33 
物 理 みす弘且与． 手ヰ 25 7 6 1 39 
化 Aす＂＂与－ 科 35 5 1 41 
理 学 部
生 物 学 科 27 8 2 1 38 
地 球 科 学 科 24 2 1 1 28 
計 136 28 1 1  1 3 179 
電 気 工 且弓aー． 科 45 4 2 5 1  
工 業 化 A子Mー予 キヰ 1 31  9 1 1 43 
金 属 工 守...... 二－ 科 3 1  10  1 42 
機 械 工 A守
＂＂－ 科 36 9 3 48 
工 学 部
生 産 機 械 工 学 科 39 1 1  3 1 54 
化 ぷヲ品£与， 工 号Aふん� 科 30 10 2 42 
電 子 工 � 科 27 6 1 1 35 
計 1 239 59 12 2 2 315  
i口;.. 計 1 1 , 125 137 30 4 6 1 ,303 
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平成 4 年 3 月 大学院修了者数
研�子ご± 2 フじ
日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 5 3 
人 文 科 学 研 究 科 西 洋 文 化 専 攻 3 1 
計 8 4 
数 守Aム！： 専 攻 1 
物 理 A号M与， 専 攻 8 
化 � 専 攻 9 
理 学 研 究 科
生 物 hラ.... ー． 専 攻 3 
地 球 科 学 専 攻 7 
計 28 
電 気 工 学 専 攻 13 
工 業 化 学 専 攻 15 
金 属 工 学 専 攻 1 1  
機 械 工 学 専 攻 5 
工 学 研 究 科
生 産 機 械 工 学 専 攻 5 
化 学 工 学 専 攻 8 
電 子 工 学 専 攻 12 
計 69 
� 計 105 4 
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富 山 大学国 際交流事業基金 に よ る 各種事業の 採択
平成 4 年度本学国際交流事業の う ち 第 1 種海外派遣事業 （ A ）， 第 l 種海外派遣事業 （ B ）， 第 2 種招へい事業 （ B ） に
次の 8 件が採択 さ れ ま し た 。
0 第 1 種海外派遣事業 （ A ) （遼寧大学）
音II 局 ｜ 氏 名 ｜ 職 名 派 遣 期 間 研 ＂＇口プi.. 課 題
教育学部 ｜ 野村 昇 ｜ 教 授 14. 8.24～4. 9.23(31 日間） ｜ 畏性体の分離に関す る研究
0 第 1 種海外派遣事業 （ B )
古il 局 氏 名 職 名 派 巡 期 間 訪 間 先 研 1'L 諜 題
ブ リ ュ ッ セル ・ イ ン タ ーナ シ ョ ナ ル ・ コ
教育学部 塚野 ナト｜ー 教 授 4. 7. 18～4. 7.24( 7 日間） ン フ ァ レ ン ス ・ セ ン タ ー （第25回国際 自 己意識の生涯発達
心理学ブ リ ュ ッ セ ル会議） （ベルギー）
北米にお け る多民族状況についての
U C L  A 他 （ア メ リ カ 合衆国）
経済学部 飯田 剛史 教 授 4. 9.27～4. 1 0. 10( 14 日 間） 比較社会学的研究 一韓国人移民のト ロ ン ト 大学 他 （ カ ナ ダ〉 コ ミ ュ ニテ ィ 形成を事例と してー
シ ェ ラ ト ンノ、 ーノぜー ア イ ラ ン ド ホ テ Jレ
金属薄膜上の ア モ ル フ ァ ス ・ ゲルマ
理 学 部 阿部 俊夫 助教授 4. 8.14～4. 8.22( 9 日間） （第IO回国際結品成長学会） （ ア メ リ ニ ウ ムの結晶化
カ 合衆国）
グルノ ー ブル自動研究所 他 （ フ ラ ン 放物型分布定数系の現実的有限次元
工 学 部 佐々 木基文 助 手 4. 6.29～4. 7. 4( 6 日間）
ス ） V S - M R A C  
非線形発展方程式の解の漸次挙動に
教 養 部 小林久寿雄 教 授 4.12. 5～4.12 . 19( 15 日間） イ ン ド科学研究所 （ イ ン ド ）
つ いて
0 第 2 種招へ い事業 （ B )
受 入 れ 教 官 招 へ い 研 究 者
招 へ い 期 間
部1 局 氏 名 職 名 氏 名 所 属 ・ 職 名 研 究 課 題
ti��品l テ キ サ ス 農工大学 ・ 文学
人文♂宇部 平田 純 教 授 4. 6.14～4. 6. 1 7( 4 日間） 部長
日本 （特に富山大学） と ア メ リ カ に
白！？ム お け る高等教育について
（ ア メ リ カ 合衆国）
E:-r’：c:h ヒ U niversitat des Searlandes 
教 養 部 中越 矩方 教 授 4. 5.24～4 5.26( 3 日間） Full Profc田or
代数関数体の構造と， 非可換環上の
Lラaムmプpνreヒcトht ガウ ス干百
（ ド イ ツ ）
な お， 富山大学国際交流事業後援会 は， 昭和63年 9 月 30 日 に解散 し ま し た が， そ の後 も 引 き 続 き ， 国際交流事業基金へ
の寄附を受け付 け て い ま す ので， 御寄附 く だ さ る方は， お 申 し 出 く だ さ い。 （担当 ： 庶務課庶務係）
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国 際交流事業基金 に よ る 第 3 種事業 の募集
平成 4 年 3 月 1 9 日 開 催 の 平成 3 年度第 4 回国際 交流委員会 に お い て ， 標記募集要項 が次の と お り 決定 さ れ ま し た
の で， 応募 さ れ る よ う お 知 ら せ し ま す 。
平成 4年度富山大学国際交流事業基金第 3 種外国留学への奨学事業募集要項
1 . 趣 旨
富 山 大 学 （以下 「本学」 と い う 。 ） に お け る 教 育
の 国 際交流推進 の一環 と し て ， 外 国 へ の 留学 を 希 望
す る 本学 の 学生 に 対 し ， 奨学 の た め の 学 資 金 を 給 与
す る こ と を 目 的 と す る 。
2 . 応募資格
( 1 )  富 山 大学 に 在籍す る 学生 （研究生， 聴講 生 等 を
除 く 。 ） で ， 平成 4 年度 中 に 私 費 で、 外国 へ の 留 学
を 決定 （予定 も 含 む 。 ） し て い る 者 と す る 。
(2) 学業成績が優秀 で あ る こ と 。
3 . 支給学資金額
学 資金 と し て 10万 円 を 限度 と し て 支給す る 。
4 . 支給方法
学 資金 は ， 原則 と し て 渡航時 に 一括支給す る 。
5 . 募集人員
若干名
6 . 申 請手続
学 資 金 を希望す る 者 は， 次 に 掲 げ る 書類 を 所 属 部
局長 に 提 出 す る 。
( 1 )  申請書 （様式 1 1 - 1 ～ 2 ） く略＞
(2) 受入れ大学等か ら の 受入れを承諾す る 文書
(3) 前年度 の学業成績証明 書
7 . 提 出 期 限
外 国 の 大学等へ留学 し よ う と す る 3 ヶ 月 前 ま で と
す る 。
8 . 選 考
選 考 は ， 富山 大学国際交流委員 会 が 行 い ， そ の 結
果 は所 属 部局 長 に 通知 す る 。
9 . 報告書 の 提 出
奨学生 は， 帰国後速 や か に 派遣留学生 に 関 す る 報
告書 （様式12） く略＞ を学長 に 提 出 す る も の と す る 。
平成 4年度富山大学国際交流事業基金第 3 種外国人留学生への奨学事業募集要項
1 . 趣 旨
富山大学 （以下 「本学」 と い う 。 ） に お け る 教 育
の 国 際交流推進 の 一環 と し て ， 外 国 人留学生に対 し ，
奨学の た め に 学 資 金 を 給 付す る こ と を 目 的 と す る 。
2 . 応募資格
本学 に 在籍す る 外国人留学生で， 次 に 掲 げ る 要 件
を備 え た 者 と す る 。
( 1 )  経済的 な 理 由 に よ り ， 学 資 の 支弁困難 で あ る こ
と 。
(2) 学業成績 が優秀 で あ る こ と 。
3 . 支給学資金額
学 資 金 と し て 月 額 l 万 円 を 支 給 す る 。
4 . 支給方法
( 1 )  学 資 金 の 支給 日 は ， 毎月 20 日 と し ， 当 日 が 日 曜
日 等 に よ り 支給 で き な い 場合 は司 翌 日 以 降 の 支 給
で き る 日 と す る 。
(2) 支給期 間 内 に お い て ， 支 給 目 前 に 本学 を 離 れ 帰
国 の 途 に 着 く 等 に よ り 本学 に 戻 ら な い 場 合 は ， 当
該 月 及 び翌 月 以 降 は 支給 し な い 。
5 . 支給期間
平成 4 年 4 月 1 日 か ら 平成 5 年 3 月 31 日 ま で の 1
年間 と す る 。 た だ し ， 勉学状況等 で 学 資 金 を 支給 す
る に ふ さ わ し く な い と 判断 さ れ た と き は ， 奨学期 間
中 で あ っ て も ， 学 資 金 の 支給 を 停止す る こ と が あ る 。
6 . 募集人員
17名 以 内 と す る 。
7 . 申請手続
学 資 金 を希望す る 者 は ， 申請書 （様式13 1 ～ 2 )  
く略＞を所属部局長を通 じ 学長 に 提 出 す る 。
8 . 提 出 期 限
平成 4 年 5 月 9 日 出 ま で と す る 0
9 . 選 考
選 考 は， 富 山 大学園際交流委員 会 が 行 い ， そ の 結
果 は 所 属 部 局 長 に 通知 す る 。
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環境保全 と Canad ian L i fe 
平成 2 年度文部省在外研究員 （ 若 手 教 官 ） と し て ，
カ ナ ダ 連 邦 の 首都 オ タ ワ に あ る カ ナ ダ 国立科学研 究 所
( NRC, National Research Council o f  Canada ) 
へ 外 国 出 張 す る 機会 を 与 え ら れ た 。 そ の 派遣生活 の 寄
稿 文 を 書 く よ う に 要 請 さ れて， こ の 文を書 く こ と に な っ
た が， オ タ ワ と N R C に つ い て は ， 既 に 「富 山 大 学 学
報 」 の289号 に 理 学部 の 田 口 茂先生 の寄稿文 が 掲 載 さ
れ ， よ く そ の 雰 囲 気 が 伝 え ら れ て い る の で， 重 複 す る
部 分 は 省 き た い と 考 え て い る 。 そ こ で ， 私 が 経 験 し た
こ と を も と に ， カ ナ ダ の 環境保全 に 対 す る 生活 の 様 子
に つ い て ， 感 じ た こ と を記述 さ せ て い た だ き た い 。
富 山 大学が環境保 全 の た め に ， 法律的 に も ， ま ず 行
う 義務 が あ る の は， 学 内 か ら 排 出 さ れ る 実験廃棄物 の
処分 で あ る 。 そ の た め の 施 設 の ー っ と し て， 廃 液 処 理
施設が あ り ， そ の 役 割 は 当 大学 か ら の 汚 染 を 広 め な い
こ と で あ る 。 私 は 理学部 の 所属 に な っ て い る が， こ の
富 山 大学廃液処理施設 の 管理 ・ 運転 も す る こ と を 条 件
に 採 用 さ れ た （ ら し い ） 。 決 し て ， 実 験廃 液 の 処 理 が
好 き な わ け で は な い が， 採 用 時 に 国 家 公 務 員 法 第 9 7 条
に よ る 宣誓 書 「私 は， 国 民 全 体 の 奉 仕者 と し て 公 共 の
利 益 の た め に 勤 務す べ き 責務 を 深 く 自 覚 し ， 日 本 国 憲
法 を 遵守 し ， 並 び に 法 令 及 び上司 の 職務 上 の 命令 に 従
い ， 不偏不党 か っ 公 平 に 職 務 の 遂 行 に 当 た る こ と を か
た く 誓 い ま す 。 」 に 署 名 し た 以上， や ら ね ばな ら な い 。
実験廃 液 の 処理 の 合 間 に 自 分 の 研 究 を し な け れ ばな ら
な い の が， 私 の 現 状 で あ る 。 そ ん な 生活 も 既 に 9 年 目
に な る 。
廃液 処理施設 の 位 置 付 け は ， 富 山 大 学 を一 軒 の 家 と
考 え る と ， ち ょ う ど ト イ レ の よ う な も の か も し れ な い 。
決 し て 好 ん で 行 き た い と こ ろ で は な い が， 無 け れ ば 大
変 に 因 る 。 頭 を 時 々 休 め る の は 結 構 だ が ， 排 出 （ 実 験
廃 液 の 排 出 ） が で き な く な る と 命 （実験研究） に か か
わ る 。 当 大学 の 理 工 系 の 研 究室 か ら 毎年 い っ た い 伺 報
の 論 文 が 出 て い る か 知 ら な い が， そ の研 究 に 私達 の 仕
事 が 多 少 の 貢献 を し て い る と 私 は 自 負 し て い る 。 し か
し 無論， こ ん な こ と が 研究実績 に な る わ け で も な い 。
廃液 処理施設で取 り 扱 う 廃液 は 決 し て き れ い と は 言 え
理学部助手 笠 原 一 世
な い が， 稼 働 を 始 め て 既 に 6 年経過 し た 現在 の 廃 液 処
理施設 の 建 物 や 装置 の類 は， 年数 の 割 に は き ち ん と 管
理 し て い る つ も り で あ る 。 特 に ， 処 理 し た 廃 液 類 が ，
規制値 を ク リ ア し て い る か ど う か を 分析す る 機器類 の
あ る 部 屋 は ， 当 大 学 で も 最 も き れ い な 状況 に あ る と 思
う 。 （疑 う 方 は 見学 に 来 て 下 さ い 。 ） 自 然、 が 大 切 だ ，
環境保全だ と 騒 ぐ け れ ど も ， ま た 最 近 の 論文 な ど の 緒
言 で も 環境問題 の 重要性 が述べ ら れ て い る の に ， こ の
裏方 の 施設 の 存在 は い つ も 軽視 さ れ て き た よ う に思 う 。
（ せ め て 大学概要 に 写 真 ぐ ら い 載せ て ほ し い 。 な か な
か 感 じ の よ い 建 物 な の だ が。 ） こ の よ う な 扱 い も ， 日
本 人 の ゴ ミ ・ 廃棄物 に 対 す る 意識 の 典型的 な 例 か も し
れ な い 。 そ ん な 現場 か ら ， カ ナ ダ 国 立 科 学 研 究 所 で ，
研 究 に 専念、 で き る こ と に な っ た 。 英語 に は 不安が あ っ
た が， 天 に も 昇 る 気持 ち で あ っ た 。 あ り が た い こ と で
あ る 。 ま た ， カ ナ ダ は環境保護 に も 熱心 な 国 と 聞 い て
い る の で， そ の 現状 に も 興味 が あ っ た 。 そ こ で ， カ ナ
ダ で の 生 活 で 感 じ た 環 境 に 対 す る 意識 を 日 本 の 状 況 と
比較 し て み た い と 思 う 。
.&. オ タ ワ名物 の カ ナ ダ連邦議会議事堂 と リ ド ー
運 河 。 運 河 に 浮かぶ観光船が見え る 。
カ ナ 夕、政 府 も 近年 は 財 政難 ら し く ， 1991年 は 設 立 か
ら 75周 年 を 迎 え た N R C の 記念 す べ き 年 で あ っ た が ，
N R  C 全 体 の 規 模 縮 小 と 組織 の 統廃 合 が 終 わ り つ つ あ
る と こ ろ で ， 何 か 少 し 落 ち つ か な い 時期 で あ っ た よ う
。。円ノ臼
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私 の 出 張 の 目 的 は ， 水 中 の 微 量成 分 の 分析 に 関 す る
研 究 で あ る 。 環境保 全 を 考 え る 上 で も ， 環境水 中 の 微
量 の 金 属 を 正 確 に 分 析す る こ と は ， 最 も 基本的 な こ と
で あ り ， 非常 に 大 切 で あ る 。 こ の 派遣先 は ， 世 界 で こ
の 研究 所 だ け が 水 の 標準試料 （ 中 に 含 ま れ る 目 的 成 分
の 含有量が明 ら か に な っ て い る 試 料 ） を 調 製 し 世 界 に
頒布 し て い る こ と で 有名 で あ る 。 で は ， 海水中 の 鉄 や
亜鉛 の 濃度 は い っ た い ど れ程 か 御 存 じ で あ ろ う か 。 そ
の 濃 度 は ， µ g / R ( 1 リ ッ ト jレ 中 に 10- g グ ラ ム ， 1 0
億 分 の 1 ） よ り も 更 に 低 い 。 海水 1 リ ッ ト ／レ に は 約 35
g も の 塩類 （ ナ ト リ ウ ム ， マ グ ネ シ ウ ム ， カ ル シ ウ ム ，
塩化物 イ オ ン な ど ） が 含 ま れ て お り ， こ れ ら の 影 響 を
受 け ず に ， 超微量の 金 属 を 分析 す る の は 容 易 な こ と で
は な � ＼ o 現在 の 非 常 に 高感 度 な 分析器機を し て も 直 接
定 量す る こ と は 不可能で あ る 。 そ こ で， 目 的 の 成 分 だ
け を 濃 縮 し 更 に 妨害す る 成分 か ら 分離す る と い う 操
作 が不可欠 で あ る 。 こ の 操 作 を 前 濃 縮 と い う 。 ま た ，
分析 を 行 う 環境 か ら 金属 が ま ぎ れ こ ん で く る 汚 染 に 対
し で も 細心 の 注意 を 払 わ な け れ ば な ら な � ＇ o こ の た め
に ， 非常 に 塵 や ほ こ り の 少 な い ク リ ー ン ル ー ム と い う
清 浄 な 部屋 が必要 に な り ， ほ と ん ど の 操作 を こ の 中 で
行 う こ と に な る 。 さ ら に ， 極 め て 純 度 の 高 い水や試薬，
き れ い な 容器等 が必要 に な っ て く る 。 ま た 前濃縮 用 の
物 質 は ， 目 的 成分 を 集 め る 機能 が 十 分 で あ る と と も に，
純粋 で な け れ ば な ら な t ' o 私 に 与 え ら れ た 課 題 は ， そ
の よ う な 機 能 を 持 ち ， か っ ク リ ー ン な 物 質 を 開発 せ よ
と い う も の で あ っ た 。 結論 か ら い え ば． あ る 種 の 日 本
製 の 材 料 を も と に 工夫す る こ と に よ っ て， ほ ぼ問 題 を
解 決 す る こ と が で き た 。 は か ら ず も ， 日 本製 品 の 優 秀
性 を 立証す る か た ち に な っ た の で あ る が 。
現地 で の 生活 で は ， 春 の チ ュ ー リ ッ プ フ ェ ス テ ィ パ
ル， fifl＼上 げ祭 り ， 夏 の 連邦議事堂 の 前 で の 衛兵 の 交 代
式， ジ ャ ズ フ ェ ス テ ィ パ ／レ， 秋 の 紅 葉 と 熱 気 球 大 会 ，
冬 の ス ケ ー ト ・ ス キ ー 等 は 楽 し い 思 い 出 で あ る 。 研 究
所 の ス タ ッ フ と の バ ー ベ キ ュ ー ， カ ー リ ン グ ゲ ー ム 等
も 楽 し む こ と が で き た 。 そ れ以 上 に ， オ タ ワ で は ， 良
い 友 人 達 に 恵 ま れ た の は 幸運 で あ っ た 。 特 に 研究 室 の
同 僚 で ， 同 じ 年 の ス コ y ト や ， 自 分 の 兄 や 姉 の よ う に
思 え る ビ ク タ ー と フ ロ ー レ ン ス ・ ボ イ コ 夫妻 に は， ま っ
た く 身 内 同 様 に つ き 合 っ て も ら う こ と が で き た の で ，
本 当 の カ ナ デ ィ ア ン ラ イ フ を 経験 す る こ と が で き た よ
う に 思 う 。 「Do it yourself. 」 の 観 念 の 普 及 し て い
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る こ の 国 で は， か な り 大 き な 改修工事 ま で 自 分 の 手 で
行 う こ と が 多 く ， そ の た め の シ ス テ ム も で き て い る 。
夏 の 間， 休 日 に は こ の夫婦の家の庭の改修工事を手伝 っ
た と こ ろ ， そ の お 礼 に 湖 畔 の 貸 し 別荘 で の 数 日 の 休 暇
に 招 待 し て く れ た 。 自 家 用 車 に カ ヌ ー を 積 み ， 食 料 品
や生活 用 具 を 載 せ た ト レ ー ラ ー を 引 っ 張 り な が ら ， 郊
外 へ 2 時 間 も 走 る と き れ い な 湖 の 湖 畔 に 着 く 。 そ こ で，
大 自 然、 の な か， 昼 は釣 り や カ ヌ ー 漕 ぎ， 森 の 散 策 を 楽
し み， ゆ っ た り と 食事 を 満 喫 し ， 夜 は 静か な 会 話 や ス
タ ー ウ ッ チ ン グ で過 ご す 。 カ ナ ダ人 の 全 て が こ の よ う
な 生 活 を 楽 し め る わ け で は な い が， ご く 一般 の 家 族 が
そ の よ う に し て ， 恵 ま れ た 自 然、 の 中 で 週 末 や 休 暇 を 過
ご し て ， 生気 を 養 い ， ま た 仕 事 に 戻 っ て い く 。
企 オ タ ワ 郊外 の 湖 Ca nonto Lakeで の 休 暇 。 美
し い 日 没 時 に 魚釣 り を 楽 し む風景。
確か に 今 の 日 本 の 経済力 は， カ ナ ダを は る か に上回 っ
て い る が， こ の よ う な 生活 の 余 裕 が あ る だ ろ う か 。 人
生を 楽 し む と い う こ と で は ， 彼 ら の 方 が よ り 人間 的 な
生 き 方 を し て い る の か も し れ な い 。 そ う 感 じ た 。 こ の
湖 畔 で の 休 暇 の 聞 に 次 の よ う な こ と が あ っ た 。
食 事 の 後 片 付 け は 男 の 仕事 で あ る 。 さ て ， 洗 剤 を つ
け て 食 器 を 洗 お う と 威勢 よ く 洗剤 を ス ポ ン ジ に と っ た
と こ ろ ， ス コ ッ ト か ら た し な め ら れ た 。 彼が言 う に は，
こ の 食 器 を 洗 っ た 水 は 湖 に 入 る か ら ， な る べ く 洗 剤 を
使 わ ず， し か も 少量 の 水 で 洗 え と 言 う 。 そ う い え ば ，
そ れ ぞ れ の 別荘 の 近 く の 湖面 に は ， 必 ず 取 水 口 で あ る
こ と を 示 す 目 印 の 浮 き が あ っ た 。 ま た ， こ の 湖 に も ，
カ ナ ダ の 国鳥 で あ る ル ー ン （Loon） の 姿 も 見 ら れ た 。
こ う し た 自 然 を な る べ く 保全 し よ う ， そ し て 自 然、 を 楽
し む が た め に は ， こ れ を 汚 さ な い よ う に し な け れ ば な
ら な い と い う 意識 は ， 非常 に 高 い よ う に 感 じ た 。 ま た，
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そ の 美 し い 大 自 然 に 誇 り を 持 っ て い る 。
叫ーザー
研究所 で も ， 使 用 済 み の 紙 は リ サ イ ク ル す る た め に
専 用 の ト レ イ が ど の 机 の 脇 に も 備 え ら れ て い た 。 参 考
の た め に ， 環境保 全 の シ ン ボ jレ （ 日 本 と カ ナ ダ の エ コ
マ ー ク ） 及 び リ サ イ ク ル の マ ー ク を 示 し て お く 。
（ 日本）
ヱ コ マ ー ク
RECYC LABLE 
RECYC LABLE 
リ サ イ ク ル マ ー ク
（ カ ナ ダ）
（ カ ナ ダ）
カ ナ ダ で は， 再生紙 の 使 用 が む し ろ 一 般 的 で あ り ，
生 卵 用 の カ ー ト ン は も ち ろ ん ， ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー ，
プ リ ン タ 一 周 f丘， ク リ ス マ ス カ ー ド ， カ レ ン ダ ー に も
再生紙使用 の も の が 多 く み ら れ， そ の 価格 も や や 割 安
に な っ て い た 。 ま た ， ス ー パ ー で 買 物 を し た と き の ポ
リ 袋 に も ， そ れ に リ サ イ ク ル し た プ ラ ス チ ッ ク が 含 ま
れ て い る こ と の 表示 が あ っ た 。 そ の 普及 が ど れ ほ ど 徹
底 し て い る か は 別 と し て ， 缶 や 瓶 の リ サ イ ク ル も 推 奨
さ れ て い た 。 こ れ ら は ， 統一規格 の 青 い 箱 に 入 れ て 集
め ら れ る の だ が， そ の 収集 日 に は ， 住宅地 の 道 路 沿 い
に ず ら っ と ， こ の 箱 が並ぶ様 は 印 象 的 で あ っ た 。 カ ナ
ダ で は ， 法律的 な 規制 が あ る た め 缶 飲 料 の 容器 も ， ほ
と ん ど が タ ブ （ 口 金 ） が 本 体 か ら 離 れ な い も の で あ り ，
リ サ イ ク ル が推奨 さ れ て い た 。
帰国 し て ， 成 田 空港 で 買 っ た 飲 料水 の 缶 は ， 相 変 わ
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ら ず， タ ブが本体 か ら 離 れ る も の で あ っ た の に は が っ
か り し た 。 日 本 も ， こ れ か ら 次 第 に 切 り 替 わ っ て い く
の で あ ろ う が， ょ う や く 缶 に リ サ イ ク ル の マ ー ク だ け
は 記載 さ れ る よ う に な っ た 。
ま た ， 研究室 に 戻 っ た 時 期 は ， ち ょ う ど 学 生 達 が，
ワ ー プ ロ で 卒業論文 の 仕上 げ に 忙 し い 時 期 で あ っ た 。
ほ と ん ど の 学生 が， 自 分 用 の パ ソ コ ン や ワ ー プ ロ を 持
ち （ こ れ も ぜ い た く な こ と だ が ） ， 自 費購入 と は い え
高 品 質 の 紙 を ふ ん だ ん に 使 い 捨 て し て い た 。 学生 に 紙
の 浪 費 で は な い か と 尋 ね た ら ， 「 カ ナ ダ あ た り か ら ，
安 い 紙 が入 っ て く る そ う だ し ， 再生紙だ っ て 良 質 紙 よ
り も 安 い わ け で は あ り ま せ ん か ら ね 。 」 と い う 返 事 が
か え っ て き た 。 我が大学全 体 で 使 用 す る 紙 の 量 も 膨 大
な も の で あ ろ う が， リ サ イ ク ル の 話 を 聞 い た こ と も な
し 、 。
何 よ り も ま ず経済効率が優先 し ， そ の た め に 厳 し い
競 争 が 強 い ら れ る 日 本社 会 。 そ の 結果， 何 か 大 切 な も
の を 見失 っ て い る よ う な 気 がす る 。 パ ブ jレ経済 の 崩 壊
に 伴 っ て ， 景気後退が進 め ば， ま た 真 っ 先 に 切 り 落 と
さ れ る の は ， 廃棄物処理の よ う な 非 採算部門， す な わ
ち 環境 保 全 に 関 係 す る と こ ろ で は な か ろ う か と 危慎 し
て い る 。
大 学 の 実 験 廃 液 に つ い て も ， た だ 単 に ， 外注 業 者 に
引 き 渡 せ ば， 経 費 が 安 く 上 が る と 算盤 を は じ く 傾 向 が
当 大 学 を 含 め ， 全 国的 に あ る と 聞 い て い る 。 し か し ，
大 学 は 研究機関 で あ る と と も に 教育機関 で あ る 。 廃 棄
物 の 処 理 の 大原 則 は ， 出 し た 人 が 自 分 で 処理 す る と い
う 原点処理 で あ る 。 厳 密 に こ れ を 徹底す れ ば， 無 節 操
な 人 も 減 る に 違 い な い 。 現在， 富 山 大学 で は ， 文 部 省
か ら の 費 用 だ け で， 何 と か廃液処理施設 を 運 営 し て い
る 。 少 な い 研 究 費 （ 内 部 費用 ） を ， 廃棄物 の 処 理 に な
ん か 使 い た く な い と い う の は ， 本 音 で あ ろ う 。 そ ん な
こ と は共通経 費 で ま か な っ て ほ し い と い う 考 え 方 は ，
利 潤 の 追求 の た め に 「企業 の 自 由 」 を 大儀 に し て ， 利
益 の 増加 に つ な が る 活動 に は熱心 で あ る が， 製 品 の 最
終 的 な 処理 や 汚染防止 に 要 す る 費 用 は で き る だ け 社 会
あ る い は 第三者 に 負 担 さ せ る （ 外 部 費 用 化 ） と い う 企
業 の 論 理 に 似 て い る 。 利 潤 ・ 利益 と い う と こ ろ を 「 研
究業績」 に ， ま た 企業 を 「学問 ・ 研 究」 に 置 き 換 え て
み れ ば よ い 。 こ の 「企業 の 論 理 」 が そ の ま ま 「 社 会 の
論理」 と な り ， 我 々 も 知 ら ず知 ら ず に ， そ の よ う な 風
潮 に 染 ま っ て し ま っ て い る の で は な い だ ろ う か 。
そ し て， 地 球 全 体 の環境 の こ と を 考 え た と き に は ，
平成 4 年 4 月 発行
尚 子
「 ., 
企 春 の チ ュ ー リ ッ プ と ナ シ ョ ナ ルギ ャ ラ リ ー
（国立美術館 ） の モ ダ ン な 建 物 。 オ タ ワ
は， 人 口 30万人 の 首都機能 中 心 の 都 市 で
あ る が， 多 く の 美 術館， 博物館が揃 っ て
い る 。 毎週木曜 日 は． 国立の 美 術 館 ， 博
！ や は り ， こ れ か ら は リ サ イ ク jレ で あ ろ う 。 高 度 成 長 が
j 始 ま り ， 使 い 捨 て が 当 た り 前 に な る 前 の 196倒三代 に は，
i 日 本 で も し っ か り と リ サ イ ク ノレ の シ ス テ ム が で き て い
1 た と き く 。 そ の 気 に な っ て 日 本社会が取 り 組 め ば ， 経
i 済 的 に も 見 合 う リ サ イ ク jレ の シ ス テ ム を構築 す る こ と
！ は で き る と 思 う の だ が 。
｜ … 生 lま 一 肱 で 産業
i る o そ の 学生 に ’ そ の 原 則 を 教 え る の が， 単 に 論 文 の
1 発 表数 で 業 績 を 競 う よ り も ， 大 学 人 に と っ て 本 当 は 大
1 切 な こ と で は な い の だ ろ う か 。 国家百年の計 と い う か，
j 速 い 将 来 を 見据 え て 教育 ・ 研究 を 進 め な け れ ば な ら な
物 館 は 無 料 開放 さ れ て い た 。
い は ず の 大学 ま で も が， 効率優先 に な っ て い る と こ ろ
1 に ， 今 の 「経済大国」 と い わ れ る 日 本 の 不幸 が あ る よ
う に 思 え た 。
I 最後 に こ の 原 稿 を 書 き 終 え る に 当 た り ， 私 の 出 張中 に い ろ い ろ と 御迷 惑 を お か け し た 廃液 処理施設運 営
’ 委 員 長 の 野 村 昇先生， 廃 液 処 理 施 設 長 の 後 藤 克 己 先｜ 生 を は じ め そ の 他の 関係 者 の 方 々 に 感 謝 い た し ま す 。
富 山 へ帰 っ て 最初 に 廃液処理施設で再会 し た と き ， 技
報 第332 弓
能補佐 員 で あ る 高城 さ ん の ほ っ と さ れ た 表情が 忘 れ ら
れ な い 。 き っ と 実際 の 廃 液 の 処理 を し て 留守 を 守 っ て
い た だ い た 高城 さ ん に は ， ず い ぶ ん 御苦労を お か け し
た の で あ ろ う 。 心 か ら お 礼 申 し 上 げ た い 。
筆者 は， 平成 2 年度文部省在外研究員 （ 若 手
教官） と し て， 平成 3 年 3 月 29 日 か ら 平 成 4 年
1 月 28 日 ま で の 間， 「イ オ ン会合に基づ く 分離 ・
前濃縮法 に よ る 環境水中 の 微量成分の 分析 に 関
す る 研 究」 の た め ， カ ナ ダ国立科学研究 所 等 へ
外 国 出 張 さ れ ま し た 。
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（政令 ）
。 教育公務員特例法施行 令 の 一 部 を 改 正 す
る 政 令 の 一 部 を 改正 す る 政 令 （36)
。 毒物 及 び劇物指定令 の 一 部 を 改正 す る 政
令 （38)
。 育児休業等 に 関 す る 法 律 第 14条 の 政 令 で
定 め る 政令 （49)
。 義務教育諸学 校 等 の 女子教育職員 及 び 医
療施設， 社会福祉施設 等 の 看護 婦 ， 保 母
等 の 育児休業 に 関 す る 法律施行令 を 廃 止
す る 政令 （51)
。 国 家 公 務 員 等共済組合法施行 令 の 一部 を
改 正 す る 政 令 （59)
。 平 成 2 年度及 び 平 成 3 年度 に お け る 国 家
公 務 員 等共済組合 法 の 年金の 額 の 改定 に
関す る 政 令 の一 部 を 改 正 す る 政 令 （61 )
。 日 本育 英 会 法施 行 令 の 一 部 を 改正 す る 政
令 （70)
（ 府 令 ）
。 人事記録の 記載事項等 に 関 す る 総理 府 令
の 一 部 を 改 正 す る 総理府令 （総理 3 ) 
。 科学技術研究調査規則 の 一部 を 改 正 す る
総理府令 （総理 6 ) 
（ 省 令 ）
。 毒物及 び劇物取締法施行規 則 の 一 部 を 改
正 す る 省 令 （厚生 9 )
。 学校教育法施行規 則 の 一部 を 改正 す る 省
令 （文部 4 )
。 大 学入学資格検定規程の一部 を 改正す る
省 令 （同 5 ) 
。 文部省設置法施行規則等 の 一部 を 改正 す
る 省令 （ 同 6 ) 
。 国立大学の 大学附置 の 研 究所 の 研 究 部 門
に 関 す る 省 令 の 一部 を 改正 す る 省 令 （ 同
3. 2 1  












3. 31  
（規則 ）
。 人事院規則 16- 4 （補償及 び福祉 施 設 の
実施） の 一部 を 改正す る 人事院規則 （ 人
事院16- 4 - 9 )  
（告示）
3. 27 
。 短期大学 の 名 称 を変更す る 件 （文部20) 3 .  3 
0 短期 大学 の 位置 を変更す る 件 （同21) 3 .  3 
0 短期大学の 位置 を変更す る 件 （ 同23) 3. 6 
0 平成 5 年度科学研究費補助 金 の 研究 課 題
を 公 募 す る 件 （同 28) 3 .  1 8  
0 平成 4 年度大学入学 資格検定 の 施行期 日
等 を 告示す る 件 （ 同 3 1 ) 3. 25 
0 在外教育施 設 を 認定 し た 件 （ 同 32) 3. 26 
平成 4 '.1 :  4 JI ?ft行 ふ品A－子 幸長 2.fi332 弓
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第 1 2回 大 学 教 育改善検討委員会 （ 3 月 3 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  教育課程 の 編 成 に つ い て
(2) 組織 ・ 制 度 の 改革 に つ い て
(3) そ の 他
第 9 回 大学院委員会 （ 3 月 13 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  平成 4 年 3 月 富 山 大 学 大 学 院 人 文 科 学 研 究 科
（修士課 程 ） ， 理学研 究 科 （ 修 士 課 程 ） 及 び 工 学
研究科 （修士課程 ） 修 了 者 の 認定 に つ い て
(2) 富 山 大学大学院理学研究科規 則 の 一 部 改 正 に つ
い て
(3) 富 山 大学大学院工学研究科 規 則 の一部改正 に つ
い て
は ） そ の 他
第 1 3回 評 議 会 （ 3 月 13 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  平 成 4 年 3 月 卒業 者 の 認定 に つ い て
(2) 学生 の 除 籍 に つ い て
(3) 富 山 大学学則 の一部改正 に つ い て
(4) 富 山 大学大学院理学研究科規 則 の 一部改正 に つ
い て
(5) 富 山 大学大学院工学研究科規 則 の一部改正 に つ
い て
(6) 富 山 大学組換 え D N A 実験安全管理規 則 の 一 部
改正 に つ い て
(7) そ の 他
第 6 回 事務 協 議 会 （ 3 月 13 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  当 面 の 諸 問題 に つ い て
第 3 回 情報処理セン ター運 営 委 員 会 （ 3 月 13 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  平成 5 年 度 歳 出 概算 要 求 に つ い て
(2) そ の 他
第 5 回放射性同位元素材、合実験室運営委員会 （ 3 月 17 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  放射性同 位元素総 合実験室長 の 推薦 に つ い て
(2) 放射 線取扱主任者及 び代理者 の 推薦 に つ い て
(3) 放射線防護費 に つ い て
(4) そ の 他
第 2 回 低温 液 化 室 運 営 委 員 会 （ 3 月 18 日 ）
（議 題 ）
( 1) 平 成 5 年 度 歳 出概算要求 に つ い て
(2) そ の 他
第 4 回 国 際 交 流 委 員 会 （ 3 月 19 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  平成 3 年 度 富 山大学国際交流事業基 金 決 算 に つ
い て
(2) 平 成 4 年 度 富 山大学国際交流事業基 金 予 算 案 に
つ い て
(3) 平 成 4 年度富 山大学国際交流事業基金第 3 種 事
業 募 集要項 （ 案 ） に つ い て
(4) 平成 4 年度富 山大学国際交流事業基金 各 種事 業
（第 1 種 及 び 第 2 種 事 業 ） の 採択 に つ い て
(5) そ の 他
第 5 回水素 同位体機能研究セ ン タ 一運営委員会 （ 3 月 23 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  平 成 5 年度歳 出 概算 要 求 に つ い て
(2) 平 成 5 年 度国立学校施設整備概算要 求 に つ い て
(3) そ の 他
第 1 3回 大 学教育改善検討委 員 会 （ 3 月 24 日 ）
（ 議 題 ）
(1 )  教育課程 の 編成 に つ い て
(2) 組織 ・ 制 度 の 改革 に つ い て
(3) 答 申 案 に つ い て
第 1 4回 （ 臨 時 ） 評議会 （ 3 月 26 日 ）
( 1 )  大学教育改善検討委員 会 か ら の 答 申 の 対応等 に
つ い て
(2) そ の 他
第 1 回 事務 組織等検討委員会 （ 3 月 27 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  大学教育改善 に 係 る 事務組織等 の 在 り 方 に つ い
て
(2) そ の 他
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富山大学大学 院理学研究科規則 の 一部改正
I 
- - 富山大学大学 院理学研究科規則 の 改正理 由 一一一一 ー ー 一 一一 一一一一一一一一一一 - \ 
i 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 化学専攻 の授業科 目 を 整 理 し ， 所要事項 を 改 め る 。 ！ 
富 山 大学大学院理学研究科規 則 の 一部 を 改正 す る 規 則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 4 年 3 月 13 日
富山大学大学院理学研究科
規 則 の 一部 を 改正す る 規 則
富 山 大学大学院理学研究科規則J （昭和53年 4 月 1 日
制 定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別表 化学専攻 の 項 中
「 ｜ 量子化 学 I 4 I 
「 ｜ 量子 化 学 I 4 I 」 を ｜ ｜ ｜ 
｜ 団 体 化 学 I 2 I 」
富 山 大学長 小 黒 千 足
「 ｜ 無機反応論 ｜ 4 1 
「 ｜ 無機反応論 1 4 1 」 を I I I 
｜ 核 化 学 I 2 I 」
改 め る 。
附 目lj
こ の 規 則 は， 平成 4 年 4 月 1 口 か ら 施 行 す る 。
富山大学大学院工学研究科規則 の 一部改正
f一一 富山大学大学 院工学研究科規 則 の 改正理 由 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーヘ
！ 各専攻共 通 の 授業科 目 に 情報処理 に 関 す る 授業科 目 を 新 た に 開設 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め 所 要
: 事 項 を 改 め る 。
富 山 大学大学院工学研究科規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 4 年 3 月 13 日
富山大学大学 院工学研究科
規 則 の 一部 を 改正す る 規則
富 山 大学大学院工学研究科規則J （ 昭和42年 5 月 1 9 日
制 定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表各専攻共通 の 項 中
「 ｜ 情報処理特論第二 I 2 I 」 の 次 に
「 ｜ 情報処理特論第三 I 2 I 」 を 加 え る 。
富 山 大学長 小 黒 千 足
附 目！J
1 こ の 規 則 は ， 平成 4 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。
2 平成 3 年度以前 の 入 学生 に つ い て は ， な お 従 前 の
例 に よ る 。
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富 山 大学組換え D N A 安全管理規則 の一部改正
,,.,.--- 富 山 大学組換 え D N A 実験管理規則 の改正理 由 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー＼
｜ 「大学等 に お け る 組換 え D N A 実験指針」 （平成 3 年文部省告示第 4 号 ） の 施行 に よ り ， 「大 学 等 の 研 ! 
! 究機関等 に お け る 組換 え D N A 実験指針」 （昭 和57年文部 省告示第 131号） の 全 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 : 
l ぃ， 所要 の 改正 を 行 う と と も に ， 規 定 の 整 備 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。 ｜ 
富 山 大学組換 え D N A 安全管理規則 の一部を改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 4 年 3 月 13 日
富 山 大 学組換え D N A 実験安全
管理規則 の 一 部 を 改正す る 規則
富山大学組換 え D N A 実験安全管理規則 （昭和 6 1 年
2 月 21 日 制定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 1 条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（ 目 的 ）
第 l 条 こ の 規 則 は， 大学等 に お け る 組換 え D N A 実
験指針 （平成 3 年文部省告示 第 4 号 。 以 下 「 指 針 」
と い う 。 ） に 基 づ き ， 富 山大 学 （以下 「本 学 」 と い
う 。 ） に お け る 組換 え D N A 実験 （組換え D N A 実
験 に 準 ず る 実験 を 含 む 。 以下 「実験 」 と い う 。 ） を
計画 し ， 実施す る 際 に 遵守す べ き 安全確保 に 関 す る
必要 な 事 項 を 定 め ， も っ て 実 験 の 安 全 か つ 適切 な 実
施 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
第 2 条 に 次 の 一項 を 加 え る 。
3 こ の 規 則 の 解釈 に 関 す る 用 語 の 意 義 に つ い て は ，
指針 に 定 め る と こ ろ に よ る 。
第 5 条第 1 項第 5 号 中 「実験 の 安全管理 に 関 す る
必要 な 事項」 を 「必要 な 事項J に 改 め る 。
第 6 条第 1 項第 5 号 中 「予 防医学等に従事す る 者」
を 「医学系 の専門家」 に 改 め る 。
第 9 条 中 「 3 分 の 2 以上」 を 「過半数」 に改め る 。
第 12条第 2 項 中 「， 生物災 害 の 発 生 を 防 止 す る た
め の 知識及 び技術 並 び に こ れ ら を 含 む 関 連 の 知 識 」
を 「， 生物災害 に 関 す る 知識」 に 改 め る 。
第 13条第 1 項第 3 号 中 「実験 の安全確保 に 関 す る
必要 な 事 項 を 処理 」 を 「必要 な 事項 を実施」 に 改 め
る 。
第 14条第 2 項 中 「技術並 び に こ れ ら を 含 む 関 連 の
知識及び技術」 を 「技術」 に 改 め る 。
富山大学長 小 黒 千 足
第 15条第 1 号 中 「十分 に 遵守 」 を 「道守」 に改め，
同条第 2 号 中 「第27条 に 規定 す る 教育訓練」 を 「実
験 の 安全確保 に 必要 な 教育訓練 」 に 改 め ， 同 条 第 3
号 中 「実験計画 を学長 に 提 出 し 」 を 「大 臣 承 認 実 験
及 び機関承認実験 に つ い て ， 実験計画 を学長 に 提 出
し 」 に 改 め ， 同 条第 5 号中 「実験 の安全確保 に 関 し
て必要 な 事項」 を 「必要 な 事項 J に 改 め， 同 号 を 同
条第 6 号 と し ， 同条第 4 号 を 同 条第 5 号 と し ， 同 条
第 3 号 の 次 に 次の一号 を加 え る 。
(4) 機関届 出実験 に つ い て， 実験計 画 を 学長 に 届
け 出 る こ と 。 実験計 画 を 変更 し よ う と す る 場 合
も 同 様 と す る 。
第 16条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（実験従事者）
第 16条 実験従事者 は， 実 験 の 計画及 び実施 に 当 た っ
て安全確保 に つ い て十分 に 自 覚 し ， 必要 な 配慮 を す
る と と も に ， あ ら か じ め， 微生物 に 係 る 標準 的 な 実
験法並 び に実験 に 特有 な 操作方法及 び関連す る 技 術
に精通 し ， 習熟 し て い な け れ ば な ら な い 。
第 18条 の 次 に 次 の 一条 を 加 え る 。
（実験計画 の 届 出 ）
第 四条 の 2 機関届 出 実験 を 実施 し よ う と す る 実 験 責
任者 は， 別 表 に 定 め る と こ ろ に よ り ， 所定の 実 験 計
画書等を 所属部局長 を経て ， 学長 に届 出 な け れ ば な
ら な い 。 ま た， 実験計 画 を 変更 し よ う と す る と き も
同様 と す る 。
2 学 長 は ， 前項 の 届 出 が あ っ た と き は ， そ の 実 験 計
画 の 内 容 を 速 や か に 安 全委 員会 に通知 し な け れ ば な
ら な い 。
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第20条 中 「， 病原微生物実験室」 を 「， 微 生 物 学
実験」 に， 「標準実験法」 を 「標準的 な実験法」 に，
「生物 学 的 封 じ 込 め の 2 種 の 封 じ 込 め の 方 法 」 を
「生物学的封 じ 込 め 」 に 改 め る 。
第21条中 「物理 的封 じ 込 め の レ ベ ル」 を 「物理 的
封 じ 込 め の レ ベ ル （組替換 え D N A 実験 に 準 ず る 実
験 の 安全確保 の た め の 基準を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） J 
に 改 め る 。
第22条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（実験室等 の 表 示 ）
第22条 実験責任者 は， 実験室等， 実験設備， 培 養 装
置等並 び に 組換 え 体 を 含 む試料及 び廃棄物並 び に 実
験 に 使用 し た 植物 を 保管す る 冷凍庫， 冷蔵庫等 に 当
該実験 の 物理 的 封 じ 込 め の レ ベ ル に 応 じ て指針 に 定
め る 実験実施要項 （組換 え D N A 実験 に 準 ず る 実 験
の た め の 基準 を 含 む 。 ） に 定 め る と こ ろ に よ り 表 示
し な け れ ば な ら な い 。
第24条 中 「， 男lj紙様式 3 」 を 「， 別 紙 様 式 8 」 に
改 め る 。
第25条第 1 項 中 「用 い ら れて い る j を 「用 い ら れ
る 」 に 改 め ， 同 条 第 2 項中 「組換 え 体 及 び 組 換 え 体
を 含 む材料」 を 「組換 え 体 を 含 む試料及 び廃 棄 物 並
び に 実験 に 使 用 し た 植物」 に 改 め ， 同 条第 3 項 か ら
第 5 項 ま で を 削 り ， 同 条 に 次 の六項を加え る 。
3 実験責任者 は， 組換え体等 の記録 を 作成 し ， 保 存
し な け れ ば な ら な � ＼ o た だ し ， p 2 レ ベ Jレ以 下 の 物
理的封 じ 込 め を 必要 と す る 組換 え 体 等 の 記録 は， 実
験記録 を も っ て 代 え る こ と が で き る 。
4 前 項 の 規定 に か か わ ら ず組換 え D N A 実験 に 準 ず
る 実験 を 行 う 実験責任者は， 当該実験 に係 る 導 入 し
た異種の D N A 分子， 組 換 え D N A 分子又 は組換 え
体 に 関 す る 記録 を 作成 し ， 保 存 し な け ればな ら な い。
た だ し 植 物 を 実験室 内 の 解放型栽培器 を使用 し て
栽培す る 実験 を 行 う 場合 は ， こ れ に 係 る 明 細 目 録 を
作成 し 保存 し な け れ ば な ら な い 。
5 組 換 え 体等 を 実験室等 の 外 に 運 搬 す る 場 合 に は ，
堅固 で 漏 れ の な い 容器 に 入 れ て 実験 室で密封 し て か
ら 搬 出 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し ， p 3 レ ベ ル 以
上 の 物理的封 じ 込 め を 必要 と す る 組換え体等を実験
室等 の 外 に 搬 出 す る 場合 に は ， 万一容器 が破損 し で
も 内 容物が漏出 し な い よ う に す る と と も に ， 容 器 又
は包装物 の 表面 の 見 や す い と こ ろ に 「取扱注意 」 の
朱文字 を 明 記 し な け れ ば な ら な い 。
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6 実験 に 使用 し た 動物固体 を 実験区域 の 外 へ運 搬 す
る 場 合 に は， 充 分 な 強度 を 有 し ， か っ ， 万 一 容 器 が
破損 し で も 逃亡 し な い よ う に二重 の 容器 に 入 れ， そ
の 表 面 の 見 や す い と こ ろ に 標識 を つ け な け れ ば な ら
な � ＼ o
7 p 3 レ ベ ル以上 の物理的封 じ 込 め を必要 と す る 組
換 え 体等を郵送す る 場合 に は， 指針の定 め る と こ ろ
に よ り 行わ な け れ ば な ら な い 。
8 実験責任者は， 組換 え 体等 を運搬又 は郵送の都度，
運搬す る 組換 え 体 の 名 称， 数量， 運搬先 （ 研 究 機 関
名 及 び責任者名 ） を記録 し ， 保存 し な け れ ば な ら な
い 。 た だ し ， p 2 レ ベ ル以下の 物理的封 じ 込 め を 必
要 と す る 組換 え 体 の 記録 は， 実験記録 を も っ て 代 え
る こ と が で き る 。
第26条 第 1 項 中 「別紙様式 7 」 を 「別紙 様 式 1 1 」 に
改 め ， 同 条第 2 項 中 「別紙様 式 8 J を 「}JI］ 紙 様 式 1 2」
に 改 め る 。
第27条第 1 号 中 「取扱 い 」 を 「取扱」 に 改 め ， 同 条
第 5 号 中 「知識」 を 「知識 （大量培養実験 に お い て は，
組換 え 体 を 含 む培養液 を 漏 出 し た 場 合 に お け る 化学 的
処理 に よ る 殺菌等の措置 に 特 に 配 慮 を 払 う こ と 。 〉 」
に 改 め る 。
第28条第 1 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。
た だ し ， 本健康診断 は， 本学 に お け る 一般健 康 診 断
を も っ て 代 え る こ と が で き る 。
同条 第 2 項 中 「取 り 扱 う 」 を 「取扱 う 」 に 改 め ， 同
条第 4 項中 「感染の お そ れ が あ る 場合 」 を 「感 染 が 疑
わ れ る 場合」 に 改 め る 。
第30条 を第31条 と し ， 第29条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え
る 。
（動植物 園 体 の 他大学等への供与等）
第30条 実験責任者 は， 組換 え D N A 実 験 に 準 ず る 実
験 に 使 用 し た 動 物 固 体 若 し く は そ の 子 孫 又 は 植 物
（文部大臣が安定 か っ 安全 な 系 統 動 植 物 と し て 認 定
し た も の は 除 く 。 以下 「動植物国体」 と い う 。 ） を
他 の 大学 等 の 研究者等 に供与す る 場合 （ 当 該 実 験 責
任者が他 の 大学等で の実験 を継続す る た め 動植物 国
体 を移 す 場 合 を 含 む 。 ） は， }Jlj表 に 定 め る と こ ろ に
よ り ， 所定 の 計画書等 を所属部局長を経て， 学 長 に
提 出 し ， 承認を 受 け な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に
お い て， 学長 は 供与 さ れ る 研 究者等 の 所属 す る 大 学
等 の 長 の承認手続 を 経 て ， 承 認 を 与 え る か否 か の 決
定 を 行 う も の と す る 。 た だ し ， 大 臣承認実験 に よ り
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作製 し た 動植物園体を他の 研究者か ら 供与 を 受 け る
場 合 は， 別途文部大 臣 の 承認 を 得 な ければな ら な い 。
2 学長 は， 前項 の 決定 を 行 っ た と き は ， 速 や か に 所
属部局長 を 経 由 し て ， 実験責任者 に通知す る も の と
す る 。
別表及 び別紙様式 を 次 の よ う に 改 め る 。 O.ll 添 の と
お り ）
附 則








提 出 書 類 及 び 提 出 部 数 提 出 期 限
1 . 実験指針 に定め る 大臣承 ｜ ① 組換え D N A 実験計画申請書 （別紙様式 l の ｜ 科学研究費補助金 に 係 る 実験
認実験及 び機関承認実験 1 部 ｜ に つ い て は， 毎年1 1 月 5 日 ま
② 組換え D N A実験 （組換え体作製 ・ 増殖実験） ｜ で。
計画書 （別紙様式 2 ) 5 部
③ 組換 え D N A 実験に準ずる実験 （ 動物団体を
用 い る 実験） 計画書 （別紙様式 3 ) 5 部
④ 組換 え D N A 実験 に準ず る 実験 （植物を用 い
る 実験） 計画書 （別紙様式 4 ) 5 部
⑤ 未認定の宿主 ー ベ ク タ 一系 の使用 計画書 （ 別
紙様式 5 ) 5 部
⑥ 科学研究費補助金研究計画調書の写 5 部
⑦ 実験 に 用 い る 蛋 白性毒素産性能を説明す る 資
料 5 部
⑧ そ の他必要に応 じ て実験計画の 内容を説明す
る 資料 5 部
（注） 1 . 申請 に 当 た っ ては， 上記の①か ら③ま
での様式か ら 必要に応 じ て選択 し 提出
す る こ と 。
2 . 機関承認実験の場合の提出部数 は， 上
記にかかわ ら ず各 l 部 と す る 。
2 . 動植物団体又 は そ の子孫
の供与に関す る 場合の大臣
承認の 申請
① 動植物固体又 はそ の子孫の供与等の計画申請
害 （別紙様式 6 ) 1 部
② 動植物園体又 は そ の子孫 の 供与等 の 計画 書
(J.liJ紙様式 7 ) 5 部
3 . 実験指針に定め る 機関届
出実験
① 組換 え D N A 実験届出書 （別紙様式 1 の 2 )
1 部
② 組換え D N A 実験 （組換え体作製 ・ 増殖実験）
計画書 （別紙様式 2 ) 1 部
（注） 別 紙様式 1 の 1 ～ 12 （省略 ）
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富 山 大学文書決裁規則 の一部改正
第332号
（－－一 富 山 大学文書 決裁規則 の改正理 由 一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 一一＼
｜ 国家公務 員 の 育児休業等 に 関 す る 法律 （平成 3 年12月 24 日 法律第109号 ） の 施 行 等 に 伴 う 部 分 休 業 の 承 ! 
: 認 に つ い て ， 専決者を 定 め る た め ， 所要事項を 改 め る 。 : 
＼」一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿＿) 
富 山 大学文書決裁規則 の一部 を 改正 す る 規 則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 4 年 4 月 1 日
富 山大 学文書決裁規 則 の一部 を 改正す る 規則
富 山 大学長 小 黒 千 足
富山 大学文書決裁規則J （昭和48年 12月 21 日 制定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別表第 2 （各課共通事項 ） の 項 中 第 7 号 を第 9 号 と し ， 第 6 号 を 第 8 号 と し ， 同 号 の 前 に 次 の 2 号 を 加 え る 。
6 職員 （課長以上 の 職 員 を 除 く 。 ） の 部 分 休 業 の ｜ 学
承認
7 課長以上 （事務局 長 を 除 く 。 ） の 部 分 休 業 の 承 ｜ 学
圭刃
長 ｜ 主 管 部 長
学生部 次 長
施 設 課 長
長 ｜ 事 務 局 長
同 表 （保健管理 セ ン タ 一 関 係 ） の 項 中第 5 号 か ら 第 9 号 ま で を 1 号ず．つ 繰 り 下 げ， 第 4 号 の 次 に 次 の 1 号 を 加 え
る 。
5 部分休業 の 承認 λ以，号与 長 ｜ 保健管理 セ
ン タ 一 所 長
同 表 （学部， 教養部， 附 属 図書館関係 ） の項中第 1 1号 か ら 第 22号 ま で を 3 号 ず‘つ 繰 り 下 げ， 第10号 の 次 に 次 の 3
号 を加 え る 。
1 1  職員 （ 附 属 学校教員， 係長以下 の 職 員 及 び 事 務 ｜ 学
系教室勤務職員 を 除 く 。 ） の 部分休業 の 承認
12 附属学校教員 の部分休業の承認 ｜ 学
13 係長以下 の 職員及 び事務系教室勤務職員 の 部 分 ｜ 学
休業の承認
長 ｜ 学 部 長
教 養 部 長
附属図書館長
長 ｜ 附属学校長
長 ｜ 事 務 長
同 表 （水素同位体機能研 究 セ ン タ 一 関係 ） の項中 第 5 号 か ら 第 9 号 ま で を 1 号 ず つ 繰 り 下 げ， 第 4 号 の 次 に 次 の
1 号 を 加 え る 。
5 部分休 業 の 承認
- 38 -
Aふん
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同 表 （地域共同研究 セ ン タ 一 関 係 ） の項中第 5 号 か ら 第 9 号ー ま で を 1 号 ず、つ 繰 り 下 げ， 第 4 号 の 次 に 次 の 1 号 を
加 え る 。
5 部分休業 の 承認 Aふら子 長 l 地域共 同 研
究 セ ン タ ー
長
附 員lj
こ の 規 則 は， 平成 4 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
ミ）［）Gl08ゆミ）0
＜ み弓込� 内 囲 碁 大 £τ� ＞ 
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会娯 楽 部 会 囲 碁 班 主 催 ， ( B ク ラ ス ）
文部省共済組合富山大学支部共催 に よ る 平成 3 年度 学 優 勝 奥 田 真
内 囲碁大会が， 去 る 3 月 21 日 出 に 本学職員会館 に お い 次 勝 村 中 男
て 行 わ れ ま し た 。 3 位 能 登 功
な お ， 成績 は， 次の と お り で し た 。
( A ク ラ ス ） c c ク ラ ス ）
優 勝 贋 瀬 義 弘 優 勝 筒 井 興志雄
次 勝 品 川 不二雄 次 勝 朝 野 真
3 位 村 山 年 男 3 位 宮 尾 幸 一
n》qδ 




渡 航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
ア メ リ カ 合衆国， 連 4 .  3 .  1 
人文学部 教 授 小谷 仲男 合王国， フ ラ ン ス ， ガ ン ダ ー ラ 美術資料の調査研究
オ ー ス ト リ ア 4 .  4 .  30 
理 学 部 助 手 川 田 邦夫 ノ 人工
雪崩実験， デー タ 解析， 各種 4 .  3 .  3 jレ ウ ;:r_ 数値 モ デ ノレの比較検討 4 .  3 .  29 
工 学 部 助教授 石原 外美 ア メ リ カ 合 衆 国
複合材料の疲労損傷 と 破壊に関す 4 .  3 .  19 
る 研究
外 国 出 張
5 .  1 .  19  
教育学部 助教授 堀 田 朋基 フ ィ ン ラ ン ド 飛躍運動 に お け る 下肢関節の役割
4 .  3 .  26 
に関す る バイ オ メ カ ニ ク ス 的研究 5 .  1 .  26 
教育学部
連合王国 フ ラ ン ス ， 西欧諸国の動作学 （ Bewegungs-
4 .  3 .  27 
助教授 山下 三郎 ド イ ツ ， オ ー ス ト リ
ア ， イ タ リ ア lehre） の成果に つ い ての研究 4 .  5 .  26 
理 学 部 助教授 池田 栄雄 カ ナ
4 .  4 .  1 
ダ 特異摂動法の応用 に関す る 研究
5 .  2 .  2 
北極域植生の分類 に関す る 国際 ワ 4 .  3 .  4 
教 養 部 教 授 小島 見＂＂ι ア メ リ カ 合 衆 国
ー ク シ ョ ッ プ に 出席 し 研究発表す
る と と も に， カ リ フ ォ ノレニ ア 州南
西部 に お け る 植生調査 4 .  3 .  16  
経済学部 助教授 浅井 尚子 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 事故補償法， 社会保障法に関す る
4 .  3 .  20 
調査 ・ 資料収集 4 .  4 .  1 
教 養 部 助教授 メ ア リ ー アン 香 港 専門的 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た め 4 .  3 .  23 
ム ラ ジ ア ン の英語国際会議 に お い て研究発表 4 .  3 .  30 
人文学部 助教授 村井 文夫 イ キ． リ ス ， フ ラ ン ス 18世紀 に お け る 静寂主義の文献調
4 .  3 .  23 
査 4 .  4 .  10  
海外研修旅行 教育学部 助教授 吉 田 雅 巳 ア メ リ カ 合 衆 国 1992年度全米理科教育学会全国大
4 .  3 .  24 
会出席及び研究資料収集 4 .  4 .  6 
経済学部 教 授 武井 勲
第30回 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 及 び 4 .  3 .  25 
ア メ リ カ 合 衆 国 保険管理協会 （RIMS） 年次総会
出席及 び研究資料収集 4 .  4 .  15  
理 学 部 教 授 杉田 吉充 中 華 人 民 共 和 国 X線回折 に よ る 結晶評
価の研究に 4 .  3 .  31  
つ い て の討論及 び情報交換 4 .  4 .  10 
ア メ リ カ 化学会主催の シ ン ポ ジ ウ 4 .  4 .  5 
工 学 部 助教授 伊藤 研策 ア メ リ カ 合 衆 国 ム 「Macromolecules and the New Microscopy」 に お い て招
待講演 4 .  4 .  12 
理 学 部 教 授 渡遺 義之 イ タ
自然、簡約等質 リ ー マ ン空間 の幾何 4 .  4 .  12  
ア 学的性質 に つ いて フ ィ レ ン ツ ェ 大
学の ト リ チ ェ リ 教授 と の共同研究 4 .  6 .  18  
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《新任者住所》
事 務 局
事 務 局 長 今 回
庶 務 部
政
庶 務 部 長 佐 竹 良 夫
庶務部庶務課
庶 務 課 長 渡 遺 昭
文部事務官 生 田 孝 行
（文書係 ）
庶務部人事課
職 員 係 長 杉 本 周 平
文 部事務官 蔵 川 一 正
（任用 係 ）
経理部主計課
文部事務官 五十嵐 義 浩
（司計係 ）
経理部経理課




阪支課課長補佐 村 岸 高喜男
工 営 係 長 中 島 康 志
学生部学生課
学 生 課 長 道 官 浩
留学生係長 柳 田 邦 雄
学生部厚生課
厚 生 課 長 中 林 邦 夫
奨 学 係 長 大 崎 秀 雄
保 健 主 任 林 茂 美
学生部入試課
教 務 係 長 安 西 修 一
人文学部
助 教 授 本 郷 真 紹
（ 日 本 史 学 ）
第332号
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講 師 谷 井 俊 仁 教 諭 中 川 慎 一
（東洋史 学 ） （数 学 ）
人文学部 ・ 理学部
用 度 係 長 東 仙 博
附 属 中 学 校
副 校 長 松 井 保
教 諭 田 中 英 雄
文部事務官 岩 城 稔 （国 語 ）
（庶務係 ）
教 諭 高 瀬 一 寿
（社 会 ）
文部事務官 金 森 美枝子
（学務係 ） 間属養護学校
教 諭 中 野 浩 美
教育学部
教 授 石 原 努
（障害児教育） 教 諭 原 幸 子
教 諭 古 田 雅 香
助 教 授 市 瀬 和 義
（物理学 ）
附属幼稚園
教 諭 宮 森 真寿美
講 師 徳 楠 日霊
（ 歴 史 学 ） 経済学部
文部事務官 垣 見 篤
（教務係 ）
文部事務官 真 田 敏 江
（会計係 ）
文部事務官 寺 島 裕 一
（会計係 ）











章 助 手 長 崎 宏 之
（ レーザー物理学）
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助 手 石 岡
（構造化学）
努 文部事務宮 本 津 誉 子
（庶務係）





教 授 河 崎 善司郎
（知謝報工学）
教 養 部
講 師 松 井
（経済学）
暁
文部事務官 横 井 宏 正
（庶務係 ）
助 教 授 松 郷 誠 一
（生物即剖t学）
助 教 授 伊 藤 研 策
（生体分子化学）
文部事務官 森 田 智
（学生 係 ）
助 手 中 茂 樹
教務補佐員 捜 田 圭 子
（化 学 ）
（物性デバイ ス工学）
事務補佐員 竹 山 美 幸
（保健体育）
助 手 瀧 田 啓 司
（知識情報工学）
附属 図書館
閲 覧 係 長 山 田 正 芳
助 手 小 坂 暁 夫
（鮒必システム工学） 文部事務官 川 崎 綾 子
（整理係 ）
助 手 小 野
（生物反応化学）
慎
事務補佐員 竹 津 真 弓
（閲覧係）
助 手 前 田 �『・亭
（細胞工学 ） 保健管理 セ ン タ ー
看 護 婦 松 井 純 子
教 務 職 員 坂 井 由紀子
（生物同志化学）
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庶務部人事課
職 員 主 任 宮 尾 幸 一
人文学部
講 師 田 村 俊 介
（国文学）
助 教 授 油 谷 幸 利
（轍鴇・轍技学）
教育学部
助 教 授 贋 瀬 信
（教育 史 ）
事務補佐員 池 田 由 紀子
（理科教室 ）
附 属 中 学 校
教 諭 竹 内 元 人
（理 科 ）
附属養護学校
教 諭 七 津 邦 彦
経済学部
教 授 佐 藤 良 一
（理論経済学）
教 養 部




事務長補佐 松 下 甚 清




助 教 授 山 本 直 孝
（企業関係法〉
平成 4 年 4 月 発行 ,,..... 寸L 報
[!)[!)8[) 
完全週休二 日 制 の実施 に つ い て
第332号
国家公務 員 の 完全週休二 日 制実 施 の た め の 法 律 が ，
平成 4 年 4 月 2 日 に 公布 さ れ， 同 年 5 月 1 日 か ら 実 施
さ れ る こ と に な り ま し た 。
同方針 に 基 づ き ， 本学で も 平成 2 年度 に 週40 時 間 勤
務制の試行 を実施 し ， 各部局の協力 を 得 な が ら ， 問 題
点、等 に つ い て検討 を 重 ね て き た と こ ろ で す 。
昭和63年 5 月 27 日 に 閣議決定 さ れ た 「世界 と と も に
生 き る 日 本一経済運営 5 か年計画」 の 中 で， 我 が 国 全
体 の 労働時間 の 短縮が打 ち 出 さ れ， 年間労働時間 の 目
標時数 を 1 ,800時間 と さ れ ま し た が ， こ れ は ， 完 全 週
休二 日 制 （週40時間勤務制） を 実施 し ， 年 次 休 暇 2 0 日
を 100パ ー セ ン ト 取 得 し た 場 合 の 労 働 時 間 に 相 当 す る
も の で す 。
本制度 の 実施 に 当 た っ て は 閉庁を原則 と し ， 特 に 教
育 ・ 研究上支障 を来す部門 に つ い て は ， 各機関 の 実 情
に 応 じ て 開庁 と す る こ と も 可 能 と な っ て お り ， 本 学 で
は， 教育学部附属学校が該 当 す る こ と と な り ま す 。
な お ， 附属学校 に つ い て は， 平成 4 年 9 月 1 日 か ら
毎 月 の 第 2 土曜 日 が閉庁 と な り ま す 。
育 児 休 業 等 に つ い て
国家公務 員 の 育児休業等 に 関 す る 法律 （平成 3 年12月 24 日 法律第 109号） の 制定 に 伴 い ， 平 成 4 年 4 月 1 日 か ら
次 の と お り 施行 さ れ ま し た の で， お 知 ら せ し ま す 。
＠ 育 児 休 業
項 目 内 ，合τ.＿’ 
対 象 者 1 歳 に満 た な い子を養育 し て い る 職員であ れば， 職種， 男女を問わず， 任命権者の承認を受け
て， 子が 1 歳 に達す る 日 （誕生 日 の前日 ） ま で， 育児休業で き ま す。
た だ し， 次 の よ う な場合 は， 育児休業で き ま せん 。
① 配偶者がい わ ゆ る 専業主婦 （夫） で あ る 場合
② 配偶者が就業 し て い て も 育児のた め休業 し て い る 場合
③ 非常勤職員， 臨時的職員 と し て採用 さ れて い る 場合
④ 育児休業を請求す る 日 か ら 1 年以内に離職す る 場合
手 続 き 育児休業を始め よ う と す る 日 の 1 カ 月 前ま で に， 育児休業承認請求書 （子の 出生を証明 す る 書
類を添付） を任命権者に提出 し て く だ さ い 。
任命権者は， 育児休業をす る 職員の業務を代わ っ て処理す る た め の措置を講ず る こ と が著 し く
困難な場合を除 色 育児休業 を承認す る こ と と な っ て い ま す。
期 間 の 延 長 育児休業の期聞は， 原則 と し て 1 回， 子が 1 歳に達す る 日 ま で延長で き ま す。
再度の育児休業 ま た， 次 の よ う な事情が生 じ た場合は， 子が 1 歳に達す る 日 ま で， 再度， 育児休業で き ま す。
① 育児休業が次子の産休 ・ 出産 に よ り 終了 し た後， 次子が養子縁組等 に よ り 職員 と 同居 し な い
こ と と な っ た場合
② 配偶者の病気等入院や配偶者 と の別居 そ の他の育児休業の終了時に予測で き な か っ た事実が
生 じ た こ と に よ り ， 再度の育児休業を し な け れば子の養育 に著 し い支障が生 じ る 場合
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官職は， 育児休業の承認を受け た と き に 占 め て い た官職を保有 し ま す。
給与 （俸給及 び諸手当） は， 育児休業の期間は， 支給 さ れ ま せ ん。
期末 ・ 勤勉手当 に つ いて も 基準 日 （ 3 月 1 日 ， 6 月 1 日 ＇ 12月 1 日 ） に育児休業中 の場合 は支
給 さ れ ま せん。
月 の 中途か ら育児休業に入 る 場合 は， そ の 月 は勤務 し た 日 数に応 じ て 日 割計算で給与が支給 さ
れ ま す。
な お， 従前か ら 育児休業制度が設け ら れ， 育児休業の期間中， 育児休業給の支給が行われて い
た義務教育諸学校の女子教員， 看護婦， 保母等につ い て は， 引 き 続 き 育児休業給が支給さ れま す。
共済掛金 は， 育児休業中 も， 職員の身分を保有 し組合員の資格が継続す る こ と か ら， 支払 う 必
要があ り ま す。 そ の場合， 職員が直接共済組合 に支払 う こ と に な り ま すが， そ の方法は共済組合
担当者に確認 し て く だ さ い。
所得税は， 月 々 の給与所得がな く な る と 課税 さ れま せんが， 住民税 につ い て は， 前年の所得額
に基づいて課税 さ れ ま すので支払 う 必要があ り ， 市役所等か ら 納入書 ・ 納付書が送付 さ れて き ま
す の で， 職員が納付す る こ と に な り ま す。 納付場所につ い て は， 納付書 ・ 納付書に記載 さ れて い
ま す。
公務員宿舎使用料 に つ い て は， 納入告知書が送付 さ れて き ま すの で， 職員が納付す る こ と に な
り ま す。
共済組合か ら の貸付金 につ い て も ， 職員が共済組合 に返済す る こ と に な り ま すが， そ の方法等
に つ い て は， 共済組合担当者に確認 し て く だ さ い 。 な お， 育児休業中 も 組合員ですの で普通貸付
等を受 け る こ と がで き ま す O
財形貯蓄につ い て は， 育児休業中は， 中断 し ま す。
次の よ う な事由が生 じ た場合は， 育児休業は終了 し ま す。
① 配偶者が就業をやめ る な ど子を世話で き る よ う に な っ た場合
② 職員が子 と の別居， 病気等入院 な どで子を世話で き な く な っ た と き や託児な ど し て子の世話
を し な く な っ た場合
③ 職員が次子の産前休暇 に 入 っ た と き や次子を出産 し た場合
④ 育児休業に係 る 子が亡 く な っ た場合
⑤ 職員の子でな く な っ た場合
⑥ 職員が休職又 は停職の処分を受 け た場合
な お， 配偶者が子の世話を で き る よ う に な っ た な ど子の養育状況 に変更が生 じ た場合 に は， 養
育状況変更屈 を提出す る こ と と な っ て い ま す。
育児休業の期間の満了前に， 職務復帰 し よ う と す る場合に は， 所属長 と 協議の う え育児休業の
承認の取消 を受 け て く だ さ い。
職 務 復 帰 後 ｜ 職務 は， 育児休業中 に保有 し て い る 官職の職務に 復帰 し ま す。
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昇給 に関 し て は， 育児休業期間の 2 分の 1 に相 当 す る 期間を引 き 続 き 勤務 し た も の と み な さ れ
ま す。
職務 に復帰 し た直後の期末手当 は， 育児休業期間の 2 分の l に相当 す る 期間が算定基礎 と さ れ匂
勤勉手当 に つ い て は， 育児休業の全期間が除算 さ れ ま す。
退職手当の算定 に 当 た っ て は， 育児休業期間の 2 分の l が在職期間 と し て扱わ れ ま す。
年次休暇は， 育児休業を し た場合 も， 1 年に20 日 付与 さ れ， 繰越 し も 10 日 を限度 と し て認め ら
れ ま す。
職員は， 育児休業及 び部分休業を理由 と し て， 不利益な取扱 いを受け な い こ と と さ れています。
平成 4 年 4 月 発行
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。 部 分 休 業
項 目 内 ，τ..＿・そ壬
趣 1 歳に満 た な い子を養育 し て い る 職員が， 正規の勤務時間の始め又は終わ り に お いて， 1 日 を
通 じ て 2 時間 （ 保育時聞を承認 さ れて い る 職員につ い て は， 2 時聞か ら 当該保育時聞を減 じ た時
間） を超え な い範囲内で， 職員の託児の態様， 通勤の状況等か ら 必要 と さ れ る 時間 に つ いて， 機
関の長の承認を受 けて， 勤務 し な い （30分を単位） こ と がで き る 制度 です。
対 象 者 ｜ 1 歳に満 た な い子を養育 し て い る 職員であれば， 職種， 男女を問 い ま せん。
た だ し， 次 の よ う な場合は， 部分休業で き ま せん 。
① 配偶者がい わ ゆ る 専業主婦 （夫） であ る 場合
② 配偶者が就業 し て い て も 育児の た め休業 し て い る 場合
③ 非常勤務職員 と し て採用 さ れて い る 場合
ヒ：：：.
Eヨ
部分休業制度は， 共働 き 夫婦 の場合， そ の い ずれか又 は双方が分担 し て， 1 日 の 勤務 に つ き ，
2 時間の範囲内で遅出， 早退す る こ と を認め る こ と を本 旨 と し て い ま す。
手 続 き ｜ 部分休業承認請求書 （子の 出生を証明す る 書類を添付） を， 部分休業を必要 と す る 期間及び時
聞を記入の上， 事前 に所属長 に提出 し て く だ さ い 。
機関の長は， 公務の運営 に支障が な い と 認め る と き は， 部分休業を承認す る こ と と な っ て い ま
す。 部分休業 は， 育児休業の前後に も 行 う こ と がで き ま す。 ま た， 部分休業は， 1 日単位 と な っ
て お り ， 繰 り 返す こ と が可能ですが， 業務等 と の関係 も あ り ま す ので， あ ら か じ め必要な期間及
ひ．時間 に つ い て一括請求 し て承認を受けて く だ さ い 。
保 育 時 間 ， ｜ 保育時聞 は， 特別休暇 と し て女子職員 に認め ら れて い ま すが， 部分休業 は男女職員に認め ら れ
年 休 と の 関 係 ｜ ま す 。
保育時間 は， 勤務時間中 も 取得で き ま すが， 部分休業 は， 勤務時間の始め又は終 り に隈 ら れ ま
す。
女子職員が， 保育時間に加え て， 部分休業をす る 場合に は， 両方併せて 1 日 2 時間 を超え な い
こ と と な っ て い ま す。
な お， 出勤時に両方を取得す る 場合は， 部分休業→保育時間→勤務の 順 と な り ， 退勤時の場合
は， こ の逆 と な り ま す 。
（参考） 〔 女子職員が出退勤時に保育時間 と 部分休業を取得す る 例 〕
8 :30 9 :30 
・ 口
16:00 17 :00 
口 圃
（注） 〔 ． ： 部分休業 （30分単位） ， 口 ： 保育時間 （30分単位） 〕
部分休業 は， 勤務を前提 と し て い る こ と か ら ． 部分休業の前後に引 き 続 い て年次休暇を取得す
る 場合， 部分休業の承認 は取 り 消 さ れ ま す。
部分休業の取消 ｜ 機関の長 に 申 し 出て， 当該時間 に つ い て の部分休業の承認の取消を受けて く だ さ い。 こ の場合
は， 部分休業承認請求書の裏面 に取 り 消 さ れた部分休業の時聞を記入 し ， 機関の長の押印を受け
て く だ さ い 。
な お， 配偶者が就業をやめ る な ど子を世話で き る よ う に な っ た場合 そ の他子の養育状況に変更
が生 じ た場合 に は， 養育状況変更屈 を提出す る こ と と な っ て い ま す。
給 与 の 取 扱 ｜ 俸給月 額 は， 1 か月間の部分休業の総時間数に 応 じ て， 減額さ れ ま す 。
俸給月 額 を基礎 と し て支給 さ れ る 俸給の調整額， 調整手当 も 減額 さ れ ま す。
扶養手当， 通勤手当， 住居手当 な ど は減額 さ れ ま せん。
期末手当 は減額 さ れ ま せん 。
勤勉手当 に つ い て は， 基準 日 以前の 6 か月 の期間 に部分休業を し た 日 が90 日 を超 え た 場合 は，
部分休業 を し た総時聞が勤務 し な か っ た期間 と し て扱われ， 在職期聞か ら 除算 さ れ ま す。
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本 部
3 月 3 日 第 12回大学教育 改善検討教育委員会
5 日 育児休業等制度説 明 会
（於 ： 名 古屋合同庁舎）
7 日 平成 4 年度入学者選抜試験 （ A ・ 前期 日 程）
合格者発表
10日 第 3 回 国際交流委員会学術交流部会
部課長会議
第 13回 中 部地 区 J s T ア ド バ ン ス コ ー ス 指
導者養成研修 C A コ ー ス ） （於 ： 名 古 屋 合
同 庁 舎 ）
12～ 1 3 日 入学手続 （前期 日 程 ）
1 3 日 第 9 回大学院委員会
第 13回評議会
第 6 回事務協議会
第 3 回情 報処理セ ン タ ー 運営委員会
14日 平成 4 年 度入学者選抜試験 （後期 日 程 ）
1 7 日 第 5 回放射性同 位元素総合実験室運営 委 員
よ』
= 
18日 第21 回 中 部地 区研修 担 当 官 会議
（於 ； 名 古匡合同庁舎 ）
第 2 回低温液化室運営委員会
19 日 退職者を 囲 む懇談会
第 4 回 国際交流委員会
20 日 平成 4 年 度入学者選抜試験 C B ・ 後期 日 程，
私費外国人留学生 ） 合格者発表
21 日 平成 3 年度学内 囲碁大会
24 日 第 13回大学教育改善検討委員会
25 日 平成 3 年度学位記授与式
（於 ： 富 山市公会堂 ）
会計係長会議
26 日 第 14回 （ 臨 時 ） 評議会
26～27 日 入学手続 （ A ・ B ・ 後期 日 程， 私 費 外 国 人
留学生）
27 日 第 1 回 事務組織等検討委員会
30 日 追加合格者入学手続開始
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1 1 日 教授会






25 日 学部 ・ 大学院学位記授与式及 び卒業祝 賀 会
（於 ： 県民会館 ）
教 育 学 部
3 月 4 ～
9 日
6 日
ス キ － II 実習 （於 ： 志賀高原 ス キ ー 場 ）
学部教務 ・ 補導合同委員会
教授会
1 0 日 学部予算委員会







17 日 附属 幼稚園修業式
18日 附 属 中 学校卒業式




21 日 附属 小学校修業式
附属 中学校修業式
附属 養護学校修業式
平成 4 年 4 月 発行 Aザ.ーl.l, 報 Zfi332 �） 
経 済 学 部 ｜ l 工 A守ふん二 部
3 月 4 日 平成 4 年度私費外国人 留学生入学試験選 考 3 月 5 日 学部合格者数検討委員会
委員会 教授会
人事教授会 10日 拡大教務委員会
5 日 学部入学方法検討委員会 教務委員会
学部 留学生委員会 1 1 日 教授会
6 日 学部教務委員会 工学研究科委員会
教授会 専任委員会
日 本海経済研究所運営委員会 12 日 学部運営委員会
学部施設整備委員会 14日 後期 日 程入学者選抜試験
12 日 学部教務委員会 18日 合格者数検討委員会
教授会 教授会
学部将来構想検討委員会 工学研究科委員 会
1 6 日 夜間主 コ ー ス 運営委員会
17 日 学部等図書委員会
各種委員会選考委員会 教 養 部
1 8 日 学部入学方法検討委 員 会
係長会議 3 月 2 日 予算委員会
19日 学部教務委員会 3 日 将来計画委員会
教授会 4 日 補導委員会
10 日 教務委員会
教授会
理 A子"'- 部 1 1 日 人事教授会
13～ 18 日 ス キ ー 実 習 （於 志 賀 高原 ス キ ー 場 ）
3 月 6 日 教授会 19 日 補導委員会
1 1 日 教授会 31 日 補導委員会
理学研究科委員会
人事教授会
1 7 日 大学院理学研究科博士課程設置構想懇談会 ｜ 附 属 図 書 館
（於 ・ 黒 田 講堂 ）
19 日 教授会 3 月 13 日 係長連絡会
理学研究科委員会 18 日 係長連絡会
理学研究科専任教授委員会 1 9 日 国立婦人教育会館婦 人教育情報 セ ン タ ー オ
24 日 係 長会議 ン ラ イ ン 情報検索サ ー ビ ス に 関 す る 懇談 会
理学部案 内編纂委員会 （於 ： 国立婦人教育会館）
25 日 学部 ・ 大学院学位記授与式 係長連絡会
（於 ： 理学部第 10講義室） 30 日 係長連絡会
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水素同 位体機能研 究 セ ン タ ー
3 月 3 日 R • I 特 別健康診 断
23 日 第 5 回水素同位体機能研 究 セ ン タ ー 運 営 委
員 会
地域共同研究 セ ン タ ー
3 月 5 日 岐阜大学 関係者視察
9 日 徳島大学及 び東京工業大学関 係者視察
16 日 地域共 同研究セ ン タ ー 交流振興会発起人会
17 日 鹿児島大学関係者視察
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5- 18
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 （仰
nu 
